
　きねと臼を使ったもちつき会が、１２月４日、武並保育園でありました。昔ながらの方法で、もちつきをす
る家庭が少なくなっているなか、風習や文化を子どもたちにも伝えていこうと、毎年、行われています。
「よいしょ、よいしょ」と元気のいい掛け声とともに、小さな体を精一杯に使って、おもちをつきました。

１№１１９

２０１０（平成２２年）

１
市制５周年を祝う
教育、福祉、環境、健康
えなっコチャンネル
お知らせ
情報ＢＯＸ・えな自慢

２ ～７
 ８ ～１５
 １６～１７
１８～ ２３  
２４～ ２８  

主な内容

年末年始特別号
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合
併
し
て
５
年
目
の
節
目

 
合
併
し
て
５
年
目
の
節
目

　

平
成　

年　

月　

日
に
、
恵
那

１６

１０

２５

市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、

串
原
村
、
上
矢
作
町
の
６
市
町
村

が
合
併
し
、
新
恵
那
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。
合
併
時
に
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
合
併
し
た
ら
「
き
っ
と
良

く
な
る
」「
住
み
よ
い
ま
ち
に
な

る
」
と
大
い
に
期
待
し
、
夢
を
膨

市市市市市市市市市市市
制制制制制制制制制制制
５５５５５５５５５５５
周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年
ををををををををををを
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
ううううううううううう

　

市
は　

月　

日
に
市
制
５
周
年
を
迎
え
、　

月
８
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
を

１０

２５

１１

開
催
し
ま
し
た
。
出
席
し
た
市
民
ら
約
９
０
０
人
は
、
市
の
発
展
を
祝
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
市
内
８
中
学
校
と
恵
那
高
校
の
生
徒
２
１
３
人
が
、「
ふ
る
さ
と
」

と
「
大
地 
讃 さん 
頌 
」
の
合
唱
を
披
露
し
、
市
の
歩
み
と
し
て
、
誕
生
か
ら
５
年
間
の
歩
み
を
ま
と

し
ょ
う

め
た
ビ
デ
オ
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
式
典
で
は
、
市
勢
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
個
人

1
3
0
人
と
3
5
の
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
功
労
者
の
表
彰
を
受
け

た
、
和
太
鼓
奏
者
の
加
藤
拓
三
さ
ん
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
記
念
式
典
の
市
長
の

あ
い
さ
つ
、
市
の
５
年
間
の
歩
み
、
市
勢
功
労
者
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
３
１
０
）

次
世
代
に
つ
な
げ
る「
ま
ち
」を

可
知
市
長
あ
い
さ
つら

ま
せ
、
願
い
を
こ
め
て
ス
タ
ー

ト
し
、
こ
と
し
で
５
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
新
市
の
誕
生
と
同
時

に
策
定
し
た
「
人
・
地
域
・
自
然

が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
を
将
来

都
市
像
と
す
る
総
合
計
画
と
、
合

併
に
よ
り
大
き
く
膨
ら
ん
だ
行
財

政
の
適
正
化
の
た
め
の
行
財
政
改

革
大
綱
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
市
政

運
営
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
一
体
感
が
高
ま
る

 
市
民
の
一
体
感
が
高
ま
る

　

と
り
わ
け
、
上
下
水
道
料
金
、

ゴ
ミ
収
集
方
法
や
料
金
、
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
、
合
併
協
議
会
か

ら
調
整
を
託
さ
れ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
市
民
負
担
の
格
差
を
是
正
。

料
金
な
ど
の
統
一
に
よ
り
、
公
平

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
市
民
の
「
わ
が
ま
ち
は
一

つ
」
と
い
う
一
体
感
の
大
き
な
高

ま
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

▼オープニングで「ふるさと」と「大地讃頌」を合唱する市内８中学校の代表生徒と県立恵那高等学校生徒の２１３人

3　2010.1.1

治
区
条
例
を
制
定
。「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ

う
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

各
地
域
協
議
会
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
や
、
河
川
・
道
路
の
清

掃
活
動
、
特
産
品
の
研
究
や
販

売
、
健
康
増
進
活
動
、
高
齢
者
を

は
じ
め
と
す
る
交
通
弱
者
に
対
す

る
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
各
地
域

で
の
実
践
的
な
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
績
で
は
、
１
７
０

の
事
業
に
、
延
べ
８
万
人
を
超
え

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は

大
き
な
喜
び
で
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
事

業
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
観

光
振
興
や
企
業
誘
致
、
教
育
環
境

の
整
備
。
子
ど
も
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
整
備
、
安
全
安
心
の
た

め
の
医
療
や
福
祉
・
防
災
、
市
内

を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ
情
報
網
の

整
備
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
新
市
誕
生
後
５
年

目
を
迎
え
、
新
し
い
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
が
着
実
に
整
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の

と
感
謝
し
ま
す
。

地
域
協
議
会
に
よ
る
活
動

 
地
域
協
議
会
に
よ
る
活
動

　

さ
ら
に
市
で
は
、
い
ち
早
く
地

方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
る
地
域
自

め
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
表
彰
を
お
受
け
い
た
だ

く
１
６
５
人
の
皆
さ
ん
は
、
た
ゆ

ま
な
い
郷
土
愛
の
も
と
、
各
分
野

で
永
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々

で
す
。
そ
の
ご
功
績
に
対
し
、
市

民
と
と
も
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
健
康
に

ご
留
意
さ
れ
引
き
続
き
市
勢
発
展

の
た
め
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

誇
り
の
持
て
る

 
誇
り
の
持
て
る
「「
まま
ちち
」」にに

　

市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史

文
化
、
そ
し
て
何
よ
り
も
英
知
あ

ふ
れ
、
人
情
豊
か
な
市
民
と
い
う

素
晴
ら
し
い
財
産
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
然
の
中
、
心
の
触
れ
合
い

が
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
恵
那
市
。

そ
し
て
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
合
併

し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る「
ま
ち
」

が
、
必
ず
や
実
現
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
築
い
て
い
こ
う
と
す

る
こ
の
「
ま
ち
」
を
、
さ
ら
に
磨

き
上
げ
、
誇
り
の
持
て
る
「
ま
ち
」

と
し
て
次
世
代
を
担
う
恵
那
の
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

市
発
展
の
た
め
に
、
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

築
い
た
基
盤
の
上
に
飛
躍

 
築
い
た
基
盤
の
上
に
飛
躍

　

し
か
し
市
で
は
、
９
月
末
に
高

齢
化
率
が　
�
を
越
え
、
出
生
数

２８

も
低
下
傾
向
と
、
本
格
的
な
少
子

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
今
の
世
界
的
不
況
の
風

は
強
く
、
市
内
企
業
に
も
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
課
題
や
取
り
巻
く
環
境
に

的
確
に
対
処
し
、
乗
り
越
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
市
誕
生
を
願
い
「
き
っ
と
良

く
な
る
」「
住
み
よ
い
ま
ち
に
な

る
」
と
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い

へ
の
道
の
り
は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い

も
の
。
し
か
し
、
こ
の
５
年
間
で

築
い
て
き
た
基
盤
の
上
に
立
ち
、

大
き
な
飛
躍
に
向
け
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
手
を
携
え
て
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
を

 
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
を

　

市
制
５
周
年
の
式
典
を
挙
行
し

ま
し
た
の
も
、
多
く
の
先
人
が
市

民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽

く
さ
れ
、
市
の
今
日
の
礎
石
を
築

か
れ
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し

な
が
ら
、
市
の
未
来
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
、
市
民
等
し
く
思

い
を
新
た
に
す
る
機
会
と
す
る
た

▲あいさつをする可知市長

▼式典の最後を務めた和太鼓奏者の加藤拓三さん ▼功績に対して表彰を受けた方々

市制５５周年記念祝
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▼市女性消防隊が全国優勝 ▼上矢作風力発電所 ▼市中央図書館オープン ▼ケーブルテレビ開局

▲６市町村長が合併協定書に調印

２００４２００４
平成１６年

４
月　

日
２８

合
併
調
印
式

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串

原
村
、上
矢
作
町
の
１
市
４
町
１
村
の
合
併

に
よ
り
、
新
生
「
恵
那
市
」
誕
生

　

月　

日

１０

２５

５
年
間
の
歩
み

合
併
後

　

恵
那
市
と
恵
那
郡
南
部
の
６
つ
の
市
町
村
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
・
文
化
を
持
ち
寄
っ
て
、
新
し
い

恵
那
市
と
な
っ
て
５
年
。
大
き
く
な
っ
た
「
ま
ち
」

が
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
ん
で
、
築
き
上
げ
て
き

た
５
年
間
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▲市役所前で行った新生「恵那市」の開庁式

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

初
代
市
長
に
可
知
義
明
氏
が
就
任

　

月　

日

１１

２８

第
１
回
市
議
会
の
開
催

　

月　

日

１２

１４

市
体
育
連
盟
と
各
体
育
協
会
が
統
合

　

月　

日

１２

２５

下
田
歌
子
生
誕
1
5
0
年
記
念
行
事
の
開
催

２
月　

日
１１

地
域
自
治
区
条
例
を
制
定

１
月　

日
２５

明
智
町
、
東
野
、
武
並
町
に
水
道
施
設
が
完

成
し
、1
8
0
世
帯
に
水
の
供
給
が
始
ま
る

３
月　

日
２５

市
自
治
連
合
会
が
発
足

５
月　

日
１７

２００５２００５
平成１７年

２００７２００７
平成１９年

２
月
１
日

市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー「
お
ひ
さ
ま
」
開
所

２
月　

日
２３

企
業
立
地
等
促
進
条
例
に
よ
り
、
調
印
第

1
号
・
ユ
ニ
オ
ン
機
工

４
月
６
日

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局

４
月
８
日

統
廃
合
に
よ
り
恵
那
南
高
等
学
校
が
開
校

７
月
７
日

市
中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

７
月　

日
１９

県
初
の
風
力
発
電
施
設
が
上
矢
作
町
に
誕
生

　

月　

日

１０

２５

市
女
性
消
防
隊
が
全
国
優
勝

２００８２００８
平成２０年

８
月　

日
２２

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
第
３
期
拡
張
が
決
定

１
月　

日
１８

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

３
月　

日
２０

名
誉
市
民
・
伊
藤
喜
美
氏
の
推
挙
式

5　2010.1.1

▲地域ブランド山岡細寒天 ▲「日本百名城」認定 ▲恵那スケート場オープン ▲第１回市議会の開催

新
火
葬
場
「
え
な
斎
苑
」
竣
工
式

　

月　

日

１０

１２

市
の
花
に
「
さ
さ
ゆ
り
」

市
の
木
に
「
ハ
ナ
ノ
キ
」
を
制
定

　

月　

日

１０

１５

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

が
オ
ー
プ
ン

　

月
３
日

１２

２００６２００６
平成１８年

中
野
方
ダ
ム
竣
工
式

３
月　

日
２７

市
総
合
計
画
・
行
財
政
改
革
大
綱
ス
タ
ー

ト
、�
恵
那
市
文
化
振
興
会
が
発
足
、
恵
南

商
工
会
が
ス
タ
ー
ト
、
恵
那
警
察
署
と
岩

村
警
察
署
が
統
合

４
月
１
日

岩
村
城
が
「
日
本
百
名
城
」
に
認
定

４
月
６
日

市
民
課
の
窓
口
を
午
後
６
時
ま
で
延
長

　

月
１
日

１０

５
月　

日
１８

国
重
要
文
化
財
・
武
並
神
社
本
殿
の
大
規
模

修
理
の
現
場
を
一
般
公
開

６
月　

日
２２

中
山
道
広
重
美
術
館
と
東
海
道
広
重
美
術

館
が
姉
妹
館
提
携

　

月
３
日

１１日
本
三
村
サ
ミ
ッ
ト
を
大
正
村
で
開
催

　

月
３
日

１２全
国
初
、
明
知
鉄
道
「
東
野
駅
」
で
高
齢
者

複
合
施
設
と
駅
舎
の
共
用

　

月　

日

１２

２５

明
知
鉄
道
「
極
楽
駅
」
開
業

２００９２００９
平成２１年

　

月
８
日

１２
　

月　

日

１２

２０

「
山
岡
細
寒
天
」
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

水
道
・
下
水
道
料
金
の
統
一

新
恵
那
市
誕
生
１
周
年
記
念
式
典

　

月
８
日

１０

３
月　

日
１４

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

４
月
１
日

岩
村
診
療
所
に
「
市
透
析
セ
ン
タ
ー
」
開
設

３
月
１
日

恵
那
南
高
等
学
校
岩
村
校
舎
で
最
後
の
卒

業
式
と
閉
校
舎
式

４
月　

日
２２

中
野
方
町
の
「
お
き
も
り
」
が
運
行
開
始

　

月　

日

１０

２３

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム　

恵
那
・
市
長
サ
ミ
ッ
ト

in

　

月
８
日

１１市
制
５
周
年
記
念
式
典

市
内
の
観
光
協
会
が
統
合

６
月
１
日

▼嚶鳴フォーラム初日に行われた市長サミット ▼明知鉄道「極楽駅」の開業▼地域移送サービス「おきもり」

市制５５周年記念祝
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地
方
自
治
功
績

 
地
方
自
治
功
績

【
多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

安
藤
洋
子
（
大
井
町
）
後
藤
薫

　
（
三
郷
町
）
伊
藤
和
之
、　

村
典

男
（
山
岡
町
）

【
多
年
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
地

方
自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に

貢
献
】

　

砂
場
圭
一
（
大
井
町
）
太
田
喜

八
郎
（
岩
村
町
）

【
多
年
農
業
委
員
と
し
て
地
方
自

治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

依
馬
和
昌
（
東
野
）
夏
目
廣
美

（
上
矢
作
町
）

【
多
年
行
政
相
談
員
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

鶴
見
千
夜
子
（
岩
村
町
）
保
母

茂
和
（
明
智
町
）

【
多
年
財
産
区
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

松
岡
宏
容
、
丸
山
三
郎
、
小
林

茂
樹
、
中
切
國
夫
、
伊
佐
地
正
男
、

町
野
干
城
、
町
野
雄
一
（
長
島
町
）

石
原
甲
喜
、
安
田
亨
（
笠
置
町
）

浅
井
正
已
（
山
岡
町
）

【
多
年
財
産
区
議
員
及
び
民
生
委

員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
と
市

勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

市
岡
已
代
治
（
長
島
町
）

教
育
･
文
化
･
体
育
功
績

 
教
育
･
文
化
･
体
育
功
績

【
多
年
郷
土
の
歴
史
資
料
の
調
査
、

解
読
、
保
存
に
貢
献
】

　

熊
谷
博
幸
（
明
智
町
）

【
多
年
郷
土
の
伝
統
芸
能
の
保
存

と
伝
承
に
貢
献
】

　

中
山
太
鼓
保
存
会
（
串
原
）

【
多
年
読
書
活
動
を
推
進
し
学
校

教
育
の
向
上
に
貢
献
】

　

恵
那
市
立
武
並
小
学
校

【
多
年
体
育
連
盟
役
員
と
し
て
市

民
体
育
の
振
興
に
貢
献
】

　

田
口
拓
雄
（
大
井
町
）

社
会
福
祉
功
績

 
社
会
福
祉
功
績

【
多
年
社
会
福
祉
団
体
の
役
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
】

　

市
川
孝
太
郎
（
笠
置
町
）
後
藤

俊
彦
（
岩
村
町
）  
我
市
枝
（
長
島

町
）

【
多
年
民
生
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献
】

　

山
村
文
子
（
大
井
町
）
伊
藤
和

男
、
湯
原
清
（
長
島
町
）
渡　

泰

江
（
東
野
）
柘
植
芳
樹
（
飯
地
町
）

大
窪
玄
栄
（
岩
村
町
）
円
山
日
出

代
（
明
智
町
）

【
多
年
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉

の
増
進
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
】

　

西
山
さ
か
江
、
長
谷
川
佳
子

（
長
島
町
）
坂
英
承
（
武
並
町
）
川

上
又
美
（
上
矢
作
町
）

【
多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
増
進
と
民
生
の
安
定
に

貢
献
】

　

松
村
和
枝
（
大
井
町
）
古
田
信

之
（
笠
置
町
）
小
川
万
明
（
岩
村

町
）
熊
谷　

、
松
岡
昭
雄
（
上
矢

作
町
）

▲市長から表彰を受け取った各部門の代表者の皆さん

　

記
念
式
典
で
の
表
彰
は
、
市
勢
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
個
人
、

団
体
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
、
地
方
自
治
功
績
、
教
育
・
文
化
・

体
育
功
績
、
社
会
福
祉
功
績
、
産
業
功
績
、
保
健
衛
生
功
績
、
公
共

寄
附
功
績
、
市
勢
振
興
功
績
の
７
つ
の
部
門
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

１
６
５
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

功
績
に
感
謝

7　2010.1.1

【
多
年
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
】

　

加
藤
陸
己
（
大
井
町
）
勝
晴
司
、

中
田
満
里
子
、
成
瀬
と
も
子
（
長

島
町
）
永
野
昌
枝
（
東
野
）
渡
邉

幹
夫
（
中
津
川
市
）

【
多
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
社
会
福
祉
に
貢
献
】

　

健
康
体
操
と
音
楽
療
法
の
会

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」、
地
域
福
祉

を
考
え
る
会
「
ふ
れ
あ
い
え
な
」

（
大
井
町
）上
矢
作
町
食
生
活
改
善

協
議
会
（
上
矢
作
町
）
恵
那
市
食

生
活
改
善
連
絡
協
議
会（
長
島
町
）

ま
め
に
暮
ら
そ
ま
い
会
（
中
野
方

町
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ん

さ
く
（
飯
地
町
）

産
業
功
績

 
産
業
功
績

【
多
年
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
観
光
振
興
に
貢
献
】

　

中
山
道
か
た
り
べ
の
会
（
長
島

町
）

【
多
年
工
場
の
緑
化
を
推
進
し
地

域
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
貢

献
】

　

明
光
化
成
工
業
株
式
会
社
明
智

工
場
（
明
智
町
）

【
多
年
商
工
会
議
所
役
員
と
し
て

産
業
の
振
興
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

奥
山
完
治
、
田
治
見
久
生
子
、

田
中
義
人
、
渡
邉
大
作
（
大
井
町
）

鎌
田
満
、
青
山
貫
禅
、
金
子
一
弘

（
長
島
町
）河
野
洋
之（
多
治
見
市
）

水
野
達
也
（
中
津
川
市
）
故
纐
纈

郁
郎
（
長
島
町
）

【
多
年
商
工
会
役
員
と
し
て
産
業

の
振
興
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　
　

井
一
朗
、
西
久
保
成
樹
、
藤

井
志
朗
（
岩
村
町
）
岩
間
一
郎
、

堀
尾
彰
一
、
水
野
忠
善
（
山
岡
町
）

横
田
晴
彦
（
明
智
町
）
堀
重
雄
、

三
宅
直
悦
、
三
宅
通
昭
（
串
原
）

小
木
曽
良
行
、
堀
井
敏
夫
（
上
矢

作
町
）

【
多
年
生
産
森
林
組
合
役
員
と
し

て
林
業
の
振
興
に
貢
献
】

　

大
木
兼
利
、
田
口
敏
道
、
田
本

國
雄
、
西
尾
康
久
、
田
中
一
正
、

牧
野　
　

、
牧
野　

、
水
野
泰
昭
、

山
本
守
（
長
島
町
）
度
會
美
道

（
三
郷
町
）　

田　

衞
、
安
田
利

昭
、
柳
河
�
登
（
武
並
町
）
柘
植

毅
（
中
野
方
町
）
丸
山
久
雄
（
上

矢
作
町
）

保
健
衛
生
功
績

 
保
健
衛
生
功
績

【
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
保
健

衛
生
の
向
上
に
貢
献
】

　

木
村
謙
三
（
大
井
町
）
倉
地
正
、

佐
々
木
晶
浩
（
岩
村
町
）

【
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
保
健

衛
生
の
向
上
に
貢
献
】

向
上
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

柘
植
森
衞
、
牧
野
倫
太
郎
、
三

宅
洋
志
（
長
島
町
）
伊
藤
宮
夫
、

遠
藤
龍
美
、
千
藤　

三
、
千
藤
重

明
、
與
合
和
武
（
東
野
）
鵜
飼
伸

昌
、
熊
�
睦
（
三
郷
町
）
伊
藤
英

貴
（
武
並
町
）
林
雄
彦
（
笠
置
町
）

佐
藤
宜
之
、
楠
捷
之
、
柘
植
渥
美
、

柘
植
靜
一
、
平
井
政
喜
（
飯
地
町
）

【「
東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト

大
太
鼓
部
門
」
最
優
秀
賞
受
賞
】

　

加
藤
拓
三
（
大
井
町
）

【
洋
ラ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種「
カ
サ

ギ
エ
ナ
」
を
開
発
し
世
界
に
恵
那

市
を
発
信
】

　

岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
等
学
校

（
大
井
町
）

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
１
１
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー

ド
ル
第
３
位
入
賞
】

　

和
戸
達
哉
（
大
井
町
）

【「
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
優

勝
】

　

恵
那
市
消
防
団
女
性
消
防
隊

【「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
関

係
功
労
者
」内
閣
総
理
大
臣
表
彰
】

　

大
井
町
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
（
大
井
町
）

【
中
山
道
広
重
美
術
館
の
運
営
全

般
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
貢
献
】

　

中
山
道
広
重
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
幽
遊
会
（
大
井
町
）

　

奥
村
昌
彦
（
長
島
町
）

【
多
年
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
役
員
と
し
て
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

土
屋
藤
夫
（
大
井
町
）

【
多
年
環
境
対
策
及
び
地
域
の
下

水
道
事
業
対
策
委
員
会
役
員
と
し

て
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

小
板
清
治
（
大
井
町
）

【
多
年
歯
科
衛
生
教
育
を
推
進
し

保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
】

　

恵
那
市
立
上
矢
作
小
学
校

公
共
寄
附
功
績

 
公
共
寄
附
功
績

【
公
共
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄

附
】

　

丹
�
重
�
（
大
井
町
）
松
葉
容

子
、
丸
山
清
公
（
長
島
町
）
宮
地

正
男
（
武
並
町
）
近
藤
幸
子
（
中

野
方
町
）
加
藤
利
徳
、
桜
井
伸
美

（
山
岡
町
）
鈴
木
幸
子
（
東
京
都
稲

城
市
）
中
島
利
良
（
名
古
屋
市
）

根
岸
淑
子
（
岡
崎
市
）
三
宅
芳
朗

（
中
津
川
市
）
株
式
会
社
鹿
野
、
株

式
会
社
バ
ロ
ー
（
大
井
町
）
恵
那

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
長
島
町
）

岩
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
岩
村

町
）山
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
山

岡
町
）
恵
那
社
会
福
祉
事
業
協
力

会
、
長
島
小
学
校
林
管
理
委
員

会
、
株
式
会
社
東
海
技
研
（
長
島

町
）
株
式
会
社
マ
ル
五
鐵
構
（
東

野
）
財
団
法
人
岩
村
町
育
英
財
団

（
岩
村
町
）
株
式
会
社
十
六
銀
行

（
岐
阜
市
）財
団
法
人
伊
藤
青
少
年

育
成
奨
学
会
（
多
治
見
市
）

市
勢
振
興
功
績

 
市
勢
振
興
功
績

【
多
年
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と

交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
】

　

杉
本
宗
穂
（
岩
村
町
）

【
多
年
消
防
団
幹
部
と
し
て
災
害

防
護
活
動
に
貢
献
】

　

大
島
章
（
串
原
）
纐
纈
則
幸
、　

林
繁
伸
（
飯
地
町
）
鈴
木
孝
司

（
岩
村
町
）
堀
高
彦
（
串
原
）

【
人
命
救
助
】

　

深
尾
憲
一
（
長
島
町
）

【
多
年
環
境
美
化
に
尽
く
さ
れ
環

境
美
化
意
識
の
高
揚
に
貢
献
】

　

丸
山
朝
夫
（
長
島
町
）
篠
原　

（
大
井
町
）
株
式
会
社
ア
パ
ッ
ク

ス
、
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
株
式

会
社
恵
那
事
業
所
（
長
島
町
）
天

理
教
恵
那
支
部
（
東
野
）
野
井
の

川
を
美
し
く
す
る
会
、
三
郷
建
設

株
式
会
社
（
三
郷
町
）
恵
那
市
恵

南
商
工
会
女
性
部
上
矢
作
支
部

（
上
矢
作
町
）岐
阜
県
立
恵
那
高
等

学
校
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ（
大
井
町
）

岐
阜
県
立
恵
那
南
高
等
学
校
Ｍ
Ｓ

リ
ー
ダ
ー
ズ
（
明
智
町
）

【
多
年
住
民
自
治
組
織
の
役
員
と

し
て
地
域
住
民
の
文
化
と
福
祉
の

市制５５周年記念祝
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東東東東東東東東東東東
野野野野野野野野野野野
ふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるる
さささささささささささ
ととととととととととと
作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品
展展展展展展展展展展展

　

東
野
の
児
童
、
生
徒
に
よ
る
書

き
初
め
を
展
示
し
ま
す
。

　

東
野
に
ち
な
ん
だ
題
材
を
書
い

た
力
作
が
そ
ろ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月　

日�
―　

日�

１０

２２

午
前
９
時
―
午
後
５
時
（　

日
は

２２

正
午
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

東
野
公
民
館
１
階

　
　

東
野
公
民
館�
２
６
―
２
５

５
５中中中中中中中中中中中

公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館
新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春
作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品
展展展展展展展展展展展

　

中
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展

示
し
、
日
々
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
各
サ
ー
ク
ル
で
は
、
一
緒

に
活
動
す
る
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
と
き　

１
月　

日�
―　

日�

１５

１７

午
前　

時
―
午
後
４
時
（　

日
は

１０

１７

午
後
３
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
中
公
民

館
南
）

□
展
示
作
品　

絵
画
、
書
道
、
生

け
花
、
七
宝
焼
き
、
編
み
物
、
写

真
な
ど

　
　

中
公
民
館�
２
６
―
１
８
０

８
　

マ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
示
「
佐
藤
一
斎
―
そ
の
人

と
教
え
―
」
の
特
別
行
事
と
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１
月　

日�
午
後
１
時

１６

□
と
こ
ろ　

県
博
物
館

□
講
師　

近
藤
正
則
氏　

□
演
題　

佐
藤
一
斎
の
地
平
―
そ

の
生
涯
と
学
問
―

□
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
博
物

館
に
入
館
さ
れ
る
場
合
は
、
入
館

料
が
別
途
必
要
）　

□
定
員　

１
３
０
人　

　
　
　
　

県
博
物
館�
０
５
７
５

―
２
８
―
３
１
１
１

平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年
成成成成成成成成成成成
人人人人人人人人人人人
式式式式式式式式式式式

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

□
と
き　

１
月　

日�
１０

□
と
こ
ろ　

市
内
各
所

□
対
象　

平
成
元
年
４
月
２
日
―

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
、　

月
上
旬
に
案

１２

内
状
を
送
付
。
当
日
、
案
内
状
を

受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

　
　

社
会
教
育
課�
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
２
２
６
）、
南
部
５
振

興
事
務
所
振
興
課

お
ひ
な
様
づ
く
り
に
挑
戦

　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
お
ひ
な
様
づ
く
り
特
別
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の

で
初
心
者
の
方
で
も
簡
単
で
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月　

日�
　

▽
午
前

２４

の
部
＝
午
前　

時
―
正
午　

▽
午

１０

後
の
部
＝
午
後
１
時
半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員　

各　

人
１５

□
参
加
費　

１
１
０
０
円

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

□
作
品
の

引
渡
し　

２
月
下
旬

□
締
め
切

り１
月　

日
２０

�
（
先
着

順
）

問い合わせ会　場開始時間地　区

社会教育課

�４３-２１１２
恵那文化センター午後１時半恵那地域

岩村振興事務所振興課

�４３-２１１１
岩村公民館午前１１時岩村地域

山岡振興事務所振興課

�５６-２１１１
山岡公民館
（山岡農村環境改善センター）

午後１時半山岡地域

明智振興事務所振興課

�５４-２１１１
明智かえでホール午前１０時明智地域

串原振興事務所振興課

�５２-２１１１
サンホールくしはら午前１１時串原地域

上矢作振興事務所振興課

�４７-２１１１
上矢作公民館午後１時上矢作地域

▲昨年の作品展示の様子

県
博
物
館
講
演
会

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐
藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
一一一一一一一一一一一
斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎
ののののののののののの
地地地地地地地地地地地
平平平平平平平平平平平

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

問

問

問

申
・
問

▼

成
人
式
の
一
こ
ま

▲作製するおひな様

9　2010.1.1

◎催しの予定は変更になる場合がありますので、詳細は主催者へお尋ねください。
◎駐車場には限りがあります。ご来館の際は、お車の乗り合わせや公共交通機関をご利用ください。

　　恵那文化センター　�２５-５１２１
　　http://bcenter.city.ena.gifu.jp恵那文化センター１月の催し

主催（連絡先）入場料時間会場催し物とき

市文化振興会
美術工芸部
西尾�２５-４９５９

無料９:００～１７:００
（１０日は１６:００まで）ロビー・展示室祝賀成人式色紙展

８日�～
１０日� 

市消防本部消防課
�２６-０１１９（内線２５３）無料８:００～１０:００大ホール平成２２年

市消防出初式式典 ９日� 

社会教育課
�４３-２１１２（内線２２６）無料１３:３０～大ホール

市恵那地域成人式
（大井町・長島町・東野・三郷
町・武並町・笠置町・中野方
町・飯地町）

 １０日� 

高齢福祉課
�２６-２１１１（内線１25）無料１３:００～１６:３０大ホール市民のための認知症予防

シンポジウム ２４日�  

教育書道連盟　
纐纈美作�２２-３１４６無料

９:００～１７:００
（２９日は１３：００から）
（３１日は１５:００まで）

集会室第３６回市学生書道展
第１８回指導者展

 ２９ 日 �～
３１ 日� 

平成２３年１月４日�から１月３０日�に文化センターの大ホール、集会室、展示室の使用を希望される方は、平成２２
年１月５日�午前９時から抽選を行います。詳細は文化センターへお問い合わせください。
【文化センター１月の休館日】１日�～４日�・１２日�・１３日�・１８日�・２５日�

　　明智かえでホール　�５４-３９９１
　　文化課　�４３-２１１２（内線２１０）明智かえでホール１月の催し

主催（連絡先）入場料時間会場催し物とき

明智振興事務所振興課
�５４-２１１１無料１０:００～１２：３０ホール市明智地域成人式 １０日� 

明智かえでホール無料９:００～１７:００練習室ピアノ・電子オルガン無料開放
 １６日�

�������	
��
������������������� !"#$%&'��(")*�+,-.$/
��������	
�

【かえでホール１月の休館日】１日�～４日�・１１日�・１８日�・２５日�

第
９
回
ミ
ニ
企
画
展

大
正
の
遺
産
「
大
井
ダ
ム
」

　

大
井
ダ
ム
は
、
日
本
で
最
初
の

発
電
用
ダ
ム
と
し
て
造
ら
れ
ま
し

た
。
ダ
ム
工
事
作
業
工
程
図
を
写

真
よ
り
推
察
し
て
作
成
し
、
工
事

写
真
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

ほ
か
に
恵
那
峡
絵
は
が
き
、
恵

那
峡
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月　

日�
ま
で

２８

□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館
郷
土

資
料
室

年
末
年
始
の
休
館

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、　

月　
１２

２８

日�
か
ら
１
月
５
日�
（　

日�
２７

は
午
後
５
時
）ま
で
休
館
し
ま
す
。

　
 ●１月の休館日

土金木水火月日
２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

３１
※１２日�、１３日�は祝日振
替休館。５日�、２８日�は
図書整理のため休館

新しく入った本ピックアップ
（１０月２３日～１１月１９日受け入れ新刊約３９０冊）
●小説・随筆など
なでしこ御用帖（宇江佐真理／著）
木練柿（あさのあつこ／著）
沈黙の森（馳星周／著）
まほろ駅前番外地（三浦しをん／著）
再会（重松清／著）
夜の終焉 上・下（堂場瞬一／著）
きりきり舞い（諸田玲子／著）
書かれる手（堀江敏幸／著）
若い藝術家の肖像（ジェイムズ・ジョイス／著）
●そのほかの一般書
笑う科学イグ・ノーベル賞（志村幸雄／著）
謎解き・人間行動の不思議（北原義典／著）
逆説の日本史　１６（井沢元彦／著）
オバマは何を変えるか（砂田一郎／著）
カメムシはなぜ群れる？（藤崎憲治／著）
絵本『からすのパンやさん』のパンをつくろう！
（文化出版局／編）
自然農法の水稲栽培（原田健一／著）
手づくりする木のカトラリー（西川栄明／著）
行間力（宮川俊彦／著）
●絵本・児童書
うさこちゃんはじょおうさま（ディック・ブルーナ／文・絵）
マクドナルドさんのやさいアパート（ジュディ・バレッ
ト／文）
魔女の宅急便　　その６（角野栄子／作）
おやつにまほうをかけないで（さとうまきこ／作）

【
お
詫
び
と
訂
正
】　

本
紙　

月
１
日

１２

号
９�
の
「
年
末
年
始
の
休
館
情
報
」

で
市
中
央
図
書
館
の
休
館
は
、
１
月

４
日�
で
は
な
く
５
日�
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　

　

市
中
央
図
書
館�
２
５
―
５
１
２
０

問
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ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

□
と
き　

１
月　

日�
午
後
１
時

２３

半□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
演
題　

ス
ポ
ー
ツ
で
育
て
る
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
と
体

□
講
師　

白
石
豊
氏
（
福
島
大
学

人
間
発
達
文
化
学
類
教
授
）、
辺

見
元
孝
氏
（
長
野
県
上
松
町
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
木
曽
ひ

の
き
っ
こ
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
事
務

局
長
）

□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

□
参
加
料　

無
料

　
　

ス
ポ
ー
ツ
課�
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
２
２
２
）

ヨ
ガ
体
験

　

初
め
て
の
方
へ
の
ヨ
ガ
体
験
を

開
催
し
ま
す
。

　

健
康
美
に
つ
な
が
る
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

１
月　

日�
午
前　

時

２６

１０

半
―　

時
半

１１

□
と
こ
ろ　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

（
長
島
町
永
田
）

□
対
象　

女
性
で　

歳
代
の
方

６０

□
定
員　
　

人
２０

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
２０

□
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
バ
ス

タ
オ
ル
・
飲
み
物

□
講
師　

小
幡
浩
美
さ
ん

□
そ
の
他　

お
孫
さ
ん
の
託
児
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
�
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー�
２
５
―
７
７
８
８

□
と
き　

２
月　

日�
午
前
６
時

２８

半
（
市
役
所
出
発
）

□
と
こ
ろ　

モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨
位

山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

□
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で

小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
３
年
生

以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

□
内
容　

初
級
・
中
級
・
上
級
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

□
定
員　

▽
ス
キ
ー
教
室
＝　

人
８０

▽
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
＝　

人
２０

（
先
着
順
）

□
参
加
費　

中
学
生
以
上
６
０
０

０
円
、
小
学
生
３
０
０
０
円
、
付

き
添
い
の
方
１
０
０
０
円
（
保
険

代
含
）

※
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
希
望
者
（
中
学

生
以
下
）
は
、
別
途
１
８
０
０
円

（
取
得
級
に
よ
り
返
金
し
ま
す
）

□
持
ち
物　

用
具
一
式
（
レ
ン
タ

ル
も
あ
り
ま
す
）、
昼
食

□
受
付
開
始
日　

１
月
５
日�
午

前
９
時

※
２
月　

日�
ま
で
に
受
講
料
を

１４

支
払
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

市
体
育
連
盟�
２
５
―

６
４
７
８
（
月
曜
日
休
館
）

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

月
８
日
、
山
岡
マ
レ
ッ
ト
ゴ

１１
ル
フ
場
で
、
市
長
杯
秋
季
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
通
り
。

●
総
合
優
勝　

鈴
木
美
代
子
（
山

岡
町
）

●
男
子
の
部　

優
勝　

西
尾
一
好

（
山
岡
町
）

●
女
子
の
部　

優
勝　

三
宅
咲
子

（
長
島
町
）

えええええええええええ
ななななななななななな
イイイイイイイイイイイ
ーーーーーーーーーーー
ススススススススススス
トトトトトトトトトトト
総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合
ススススススススススス
ポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツ

ククククククククククク
ラララララララララララ
ブブブブブブブブブブブ

【
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室
】

□
と
き　
　

月　

日�
午
前
９
時

１２

２７

―
正
午

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

□
対
象　

小
中
学
生　
（
初
心
者

健康体力センター講習会（１月）
�とき＝６日�・２８日�午後７時～、
１７日�・２０日�午前１０時～（託児
付）�ところ＝まきがね公園体育館
健康体力センター　�受講料＝５２０
円　�持ち物＝屋内用シューズ、運
動着、筆記用具　�受講資格＝高校
生以上（要予約・時間厳守）
託児付きトレーニングＤＡＹ（１月）
�とき＝２０日�午前１０時～正午　
※要予約
プチ講習
�とき＝８日�（ヨガ）、１５日�
（ボールエクササイズ）、２２日�（ス
トレッチポール）、２９日�（ココから
体操）午前１０時～１０時半
�ところ＝まきがね公園体育館
社会体育施設の貸し出し（２月）
�とき＝１月２０日�午後７時～
�ところ＝まきがね公園体育館
　　　　まきがね公園体育館（市体
育連盟）�２５-６４７８（月曜休館）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

募

集

募　
　
  
集

成

績

成　
　
　

績

ス
キ
ー・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

お
知
ら
せ

お 
知 
ら 
せ

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

申
・
問

問

申・問

▲スキー教室のようす

▲ヨガ教室のようす

申
・
問

11　2010.1.1

の
方
は
不
可
）

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

□
参
加
費　

▽
会
員
＝
９
０
０
円

▽
非
会
員
＝
１
１
０
０
円
（
滑
走

料
・
貸
靴
・
保
険
料
含
）　

□
持
ち
物　

手
袋
、
着
替
え
、
水

筒
、
動
き
や
す
い
服
装

【
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

□
と
き　

１
月　

日�
午
後
６
時

１５

　

分
―
９
時

４５□
と
こ
ろ　

恵
那
峡
ボ
ー
リ
ン
グ

□
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員　

▽
親
子
の
部
＝　

組
１２

（
親
子
１
人
ず
つ
）　

▽
一
般
男
子

の
部
（
中
学
生
以
上
）
＝　

人　
１２

▽
一
般
女
子
の
部（
中
学
生
以
上
）

＝　

人
（
先
着
順
）

１２
□
参
加
費　

▽
親
子
の
部
＝
１
７

０
０
円
（
会
員
）、
１
９
０
０
円

（
非
会
員
）　

▽
一
般
の
部
＝
１
３

０
０
円
（
会
員
）、
１
５
０
０
円

（
非
会
員
）

※
マ
イ
シ
ュ
ー
ズ
の
方
は
３
０
０

円
引
き

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
１２

【
共
通
】

　
　
　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局�

�
２
５
―
０

０
６
８

　　
　

月
末
か
ら
恵
那
病
院
で
は
、

１２
３
代
目
と
な
る
磁
気
共
鳴
画
像
診

断
装
置
（
１
・
５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

装
置
）
が
稼
動
し
ま
す
。

　

今
回
導
入
し
た
装
置
は
、
地
域

活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
で
購
入
し
た
も
の
。
現
在

の
１
万
ガ
ウ
ス
か
ら
１
万
５
千
ガ

ウ
ス
へ
更
新
す
る
こ
と
で
、
磁
気

が
１
・
５
倍
と
強
力
に
な
り
ま
し

た
。
磁
気
が
強
く
な
る
ほ
ど
、
速

く
き
れ
い
な
画
像
を
得
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
優
れ
た
画
像
提
供

に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
へ
の
貢
献
度

が
上
が
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
と
は
、
強
力
な
磁

石
で
で
き
た
筒
の
中
に
入
り
、
磁

気
の
力
を
利
用
し
て
体
の
臓
器
や

血
管
を
撮
影
す
る
検
査
で
す
。

　

が
ん
診
療
に
お
い
て
は
、
が
ん

を
見
つ
け
た
り
、
が
ん
組
織
の
性

質
を
見
極
め
て
治
療
法
を
決
め
た

り
、
治
療
効
果
を
判
定
す
る
た
め

に
利
用
さ
れ
ま
す
。
以
前
か
ら
可

能
で
あ
っ
た
頭
部
へ
の
造
影
剤
を

使
わ
な
い
血
管
撮
影
や
、
磁
気
共

鳴 
胆  
管  
膵  
管 
撮
影
な
ど
の
診
断
精

た
ん 

か
ん 

す
い 

か
ん

度
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
の
装
置
は
、
呼
吸

や
内
臓
な
ど
の
動
き
に
弱
い
と
い

う
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し

い
装
置
は
、
動
き
の
影
響
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乳
房
撮
影

専
用
の
コ
イ
ル
（
画
像
収
集
の
た

め
の
専
用
装
置
）
を
装
備
す
る
こ

と
に
よ
り
乳
房
撮
影
も
可
能
と
な

り
、
受
診
い
た
だ
け
る
対
象
部
位

が
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
脳 
梗  
塞 
初
期
段
階
の

こ
う 

そ
く

患
者
さ
ん
で
も
、
短
時
間
に
何
種

類
も
の
画
像
を
撮
影
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
脳
梗
塞
の
初
期
診
断
、

初
期
治
療
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

当
院
は
市
内
の
中
核
病
院
と
し

て
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
安
心
で
き
る
医
療
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

認
知
症
予
防
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

認
知
症
の
ケ
ア
方
法
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
昔

の
出
来
事
や
懐
か
し
い
遊
び
・
歌

な
ど
を
思
い
出
し
、
語
り
合
う
回

想
法
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔

の
思
い
出
を
語
り
合
う
こ
と
は
、

脳
や
心
を
元
気
に
し
、
お
互
い
が

共
感
し
て
、
人
と
人
と
を
結
ぶ
大

切
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、『
思
い
出
を
語
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
る
健
康
づ
く
り
』

を
テ
ー
マ
に
認
知
症
予
防
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き　

１
月　

日�
午
後
１
時

２４

―
４
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

□
料
金　

無
料

□
講
演
会　

▽
演
題
＝
認
知
症
予

防
と
回
想
法　

▽
講
師
＝
遠
藤
英

俊
氏
（
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

包
括
診
療
部
長
、
老
年
病
専
門

医
）

□
回
想
法
実
演　

▽
講
師
＝
来
島

修
志
氏
（
回
想
法
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ル

バ
ー
総
合
研
究
所
理
事
長
）

□
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

▽
テ
ー
マ
＝
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
と
介
護
予
防　

▽
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
＝
大
島
紀
玖
夫
氏
（
国

保
上
矢
作
病
院
名
誉
院
長
、
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医
）　

▽
パ
ネ
リ
ス

ト
＝
細
江
雅
彦
氏
（
市
立
恵
那
病

院
管
理
者
、
老
年
内
科
物
忘
れ
外

来
担
当
医
）、
柴
田
芳
江
氏
（
明
智

回
想
法
セ
ン
タ
ー
職
員
）、
吉
田

宏
子
氏
（
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会

健
康
福
祉
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）、

大
蔵
有
子
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
）

　
　

高
齢
福
祉
課（
内
線
１
２
２
）

認
知
症
介
護
者
の
集
い

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い

る
家
族
を
対
象
に
、
情
報
交
換
や

交
流
の
場
と
し
て
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

１
月　

日�
１３

岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
１
月　

日
１９

�
市
役
所
会
議
棟
中
会
議
室

□
時
間　

午
後
１
時
半
―
３
時
半

□
内
容　

座
談
会
、
ミ
ニ
勉
強
会

　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
２
５
）

恵
那
病
院
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入

▲今回導入されたＭＲＩ

あなたの不安を安心に変える『地域包括支援センター』です。

申
・
問

申
・
問

問
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年
末
年
始
の
ご
み
処
理

●
ご
み
の
収
集

　

年
末
は
、　

日�
ま
で
通
常
通

２９

り
収
集
を
行
い
ま
す
。
年
始
は
、

１
月
４
日�
の
月
・
木
コ
ー
ス
か

ら
収
集
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
も
通
常
通
り
、
午
前

８
時
半
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
の
受
け
入
れ

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
へ
の
直

接
搬
入
は
、　

日�
の
正
午
ま
で

３０

受
け
付
け
ま
す
。

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
と
き
と
同
じ
よ
う
に
分

別
し
、
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
袋
に
入
れ
て

な
い
場
合
は
、
１
０
０�
ご
と
に

２
５
２
円
の
手
数
料
が
掛
か
り
ま

す
。
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
持
ち

込
み
の
手
数
料
は
、
１
０
０�
ご

と
に
５
０
０
円
で
す
。

　

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
は
、
手
続
き
に
大
変
時
間

が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
年
末
の
搬

入
は
避
け
て
い
た
だ
く
か
、
市
の

許
可
業
者
ま
た
は
、
家
電
製
品
販

売
店
に
相
談
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
家
電
４
品
目
の
処

理
手
続
き
方
法
は
、
ご
み
百
科
事

典　
�
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

２３

　

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
で
は
、

現
在
６
品
目
の
資
源
ご
み
を
、　
１７

種
類
に
分
別
し
て
回
収
し
て
い
ま

す
。　

月
か
ら
、
新
た
に
バ
ッ
テ

１２

リ
ー
と
充
電
式
電
池
の
回
収
を
始

め
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
追
加
品
目
】

●
自
動
車
、
農
業
機
械
、
建
設
機

械
用
バ
ッ
テ
リ
ー

●
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
つ
い
た

小
型
充
電
式
電
池

七
日
市
で
収
集
日
を
変
更

　

１
月
７
日�
は
、
恒
例
の
七
日

市
が
開
か
れ
ま
す
。
交
通
規
制
が

さ
れ
る
地
域
は
、
ご
み
の
収
集
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
翌
８
日�
に

収
集
を
行
い
ま
す
。

収集日地区町名
５日�本町、柳町、新道、江戸町

岩村町

６日�新市場、日の出、日の出三、殿町
６日�西町、新町、朝日町
７日�石畑、大根洞、一色、緑ケ丘

８日�
領家、山上、大通寺、１～３区、上平、
さつきケ丘、八本木住宅、菅沼

１２日�４～８区、旭ケ丘、百合ケ丘、下本郷
１３日�山田

山岡町 １３日�田沢、久保原
１４日�原、田代
１５日�上手向、下手向、釜屋
１８日�市場町、宮町、本町、常盤町

明智町

１９日�東山町、雇用促進住宅、友愛
１９日�新井町、駅前町、滝坂住宅
２０日�新町、徳間町、向町、東町
２１日�的場町、片平町

２２日�
門野、杉平、杉平２区、野志、大舟、小
泉、吉良見

２５日�
上・下柏尾、岩竹、安主、土助、才坂、
上・下田良子、大栗、上田、阿妻、峰
山、中切、高波、馬木、小杉、落倉

２６日�藤内、颪、馬坂
２５日�中沢串原
２６日�全域（中沢を除く）
２５日�大馬渡

上矢作町 ２７日�小笹原、島、達原、横道、飯田洞
２８日�本郷、木の実
２９日�漆原（大馬渡を除く）、下、小田子

収集日地区町名

５日�
１・１４区
（正家後田含む）

大井町

６日�２・４区
８日�３・１３区
１２日�５・６区
１３日�７・８区
１４日�９・１０区
１４日�１１・１２区
１５日�中野（永田川東）

長島町

１８日�中野（永田川西）
１９日�正家（後田を除く）
２０日�大洞地区
２０日�永田
２１日�久須見
２５日�全域東野
２６日�野井三郷町
２６日�佐々良木・椋実
２１日�藤武並町
２２日�竹折
２７日�全域笠置町
２８日�全域中野方町
２９日�全域飯地町

１月の不燃・資源ごみ収集日１月の不燃・資源ごみ収集日【１月は廃蛍光管も収集】【１月は廃蛍光管も収集】

【１月の食用廃油

（使用済みてんぷら油）の回収】

□とき　１月９日�～１１日�

□注意　収集するものは食用廃油に限

ります。廃油入れと

して使用したペット

ボトルなどの容器

は、必ず持ち帰って

ください。

【１月の日曜リサイクル広場】

□とき　１月１７日�午前９時～１１時（雨天中止）

□ところ　恵那総合庁舎駐車場

□回収品目　紙類、古着、飲料缶、瓶類、ペットボトル、プ

ラスチック類、発泡トレー、食用廃油、バッテリー、充電式電池

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
品
目
を
追
加

13　2010.1.1

　　

命
の
始
ま
り
を
知
る
講
座
で

す
。
自
分
が
両
親
に
望
ま
れ
て
生

ま
れ
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
持

つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
保
護

者
に
も
、
性
に
つ
い
て
学
び
考
え

て
も
ら
う
た
め
に
、
大
人
向
け
講

座
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１
月　

日�
午
前　

時

３０

１０

―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館
研

修
室
・
集
会
室

□
対
象　

小
学
校
１
、
２
年
生
の

親
子
ま
た
は
、
保
護
者
の
み

□
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

３０

□
演
題　

わ
く
わ
く
か
ら
だ
＆
こ

こ
ろ
た
ん
け
ん

□
講
師　

県
「
人
間
と
性
」
教
育

研
究
協
議
会
講
師

□
参
加
費　

無
料

□
託
児　

申
し
込
み
時
に
相
談
く

だ
さ
い
。

□
申
し
込
み　

１
月
８
日�
―　
２５

日�
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
で

子
育
て
ド
ロ
ッ
プ
ス
（
小
石
川
）

�
０
９
０
―
１
８
６
２
―
０
８
４

１�

koishikaw
at@
keb.biglo
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ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
免
疫
力
を
高
め
、
親
子

の
き
ず
な
を
深
め
て
く
れ
ま
す
。

□
と
き　

２
月
４
日
、　

日
、　

１１

２５

日
、
３
月
４
日
、　

日
、　

日
、

１１

１８

　

日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―
２
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山岡子育て支援センター山岡保育園内�５６-２２５５
と　き種　別
１５日�５歳児さんと遊ぶ（２歳児）
１８日�音楽遊び（乳幼児学級合同）（０～２歳児）
２０日�お正月の遊び・節分用意（０歳児）
２２日�飯茶わん作り（２歳児）
２５日�お正月の遊び・節分用意（１歳児）
２９日�節分用意（鬼の面作り）（２歳児）

明智子育て支援センター明智保育園内�５４-２０３０
と　き種　別
１４日�お正月遊び・読み聞かせ（０～２歳児）
２１日�おやつ試食会・読み聞かせ（０～２歳児）
２５日�園児と交流・読み聞かせ、弁当の日(２歳児）
２８日�新聞紙で遊ぼう・読み聞かせ（０～２歳児）

岩村子育て支援センター岩村保育園内 �４３-２２０９
と　き種　別
１４日�お正月遊び、すごろく・読み聞かせ（０～３歳児）
２１日�節分遊び（０～３歳児）
２８日�人形劇観劇「ちんどん」（０～３歳児）

武並子育て支援センターこども元気プラザ�２５-１１５５
と　き種　別
１２日�お正月遊び（未就園児）
１９日�おはなし（未就園児）
２６日�開放日（未就園児）

吉田子育て支援センター吉田保育園内�５４-４５４５
と　き種　別
１２日�お正月遊び（０～２歳児）
１９日�おやつ試食会・読み聞かせ（０～２歳）
２６日�冬の遊び・お弁当の日（０～２歳）

地域子育て支援センター１月の予定地域子育て支援センター１月の予定地地地地地地地地地域域域域域域域域域子子子子子子子子子育育育育育育育育育ててててててててて支支支支支支支支支援援援援援援援援援セセセセセセセセセンンンンンンンンンタタタタタタタタターーーーーーーーー１１１１１１１１１月月月月月月月月月ののののののののの予予予予予予予予予定定定定定定定定定地域子育て支援センター１月の予定

やまびこ子育て支援センターこども元気プラザ�２５-１１５５
と　き種　別
１３日�お正月遊び（未就園児）
２０日�おはなし（未就園児）
２７日�遊戯室開放（未就園児）

上矢作子育て支援センター上矢作保育園内�４８-３１１１
と　き種　別
１２日�手作り工作（社会教育合同）（０～２歳）
１９日�年長児との交流（２歳児）
２６日�ボールプール（０～２歳）
２９日�ふれあい遊び（０～１歳）

こここここここここここここここここここここここここここここどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももも元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気プププププププププププププププププププププププププププププラララララララララララララララララララララララララララララザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「こども元気プラザ「にににににににににににににににににににににににににににににこここここここここここここここここここここここここここここにににににににににににににににににににににににににににににこここここここここここここここここここここここここここここにこにこ広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」広場」 （（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEELLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL（  TEL ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５-----------------------------１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５-１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５））））））））））））））））））））））））））））） ） １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののののののののののの予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定月の予定
対　象時　間と　き種　別

０歳～未就園児午前９時～正午毎週月曜日開放日
０歳～未就園児午前１０時半～１１時毎週火曜日うんどう遊び
０歳～未就園児午前１０時半～１１時毎週水曜日お話
０歳～未就園児午前１０時１５分～１１時半毎週木・金曜日親子で遊ぼう
０歳～未就園児午前９時～午後６時５日�～８日�、毎週土曜日開放日
０歳～未就園児①午前１０時～、②１１時～１２日�赤ちゃん教室　よちよち

�こども元気プラザ　午前９時～午後６時まで（日・月曜日と祝日の翌日は休館）

『みんなで育もう　きらきら恵那の宝』　市ホームページでは、「市政の案内」の「各種計画・指針」の「健や
かで若さあふれる元気なまち（健康・福祉）」の中で、「恵那市次世代育成支援行動計画」を公開しています。

※赤ちゃん教室は児童センターへ申し込んでください。（中野児童センター�２６-３８７８、大井児童センター�２５-６４９３）

※
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。
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二重予約がワクチン不足の要因の１つ ―新型インフルエンザ予防接種―

　現在、優先接種対象者の一部で新型インフルエンザ予

防接種の予約を開始していますが、複数の医療機関に予

約をする方があります。

　ある医療機関では、その方のためにワクチンを取り寄

せ、連絡を取ったところ、既に別の医院で接種済みだと分

かり、取り寄せたワクチンを使用できないことがありま

した。このような例が多くみられるため、医療機関が大

変困っています。

　絶対に複数の医療機関には、予約をしないでください。

二重に予約をした場合、料金を請求することがあります。

　また１歳未満の小児の保護者などで新型インフルエン

ザ予防接種ができるのは、接種日にお子さ

んが１歳未満であることが条件です。子ども

が１歳になる前に予約をしても、接種の時点で、

１歳の誕生日を迎えた場合、保護

者の方の接種はできませんので、お気

を付けください。　　

　　健康推進課（内線２５５）

対　　　象
受付時間
実施場所

と　き種　　別

各保健センターで随時交付します。事前にご連絡ください。母子健康手帳の交付

※３日前までに要予約午前９時半
山岡保健センター１４日�たまご学級第２課

平成２１年９月生まれ午後１時１５分～１時半
岩村保健センター（２階）２０日�３カ月児健診

平成２１年５月生まれ午前９時～９時１５分
岩村保健センター（２階）８日�７カ月児教室

平成２０年６月生まれ午後１時～１時１５分
岩村保健センター（２階）１３日�１歳６カ月児健診

平成１９年１２月生まれ午前９時～９時２０分
明智保健センター２７日�２歳児教室

平成１８年１２月生まれ午後１時～１時１５分
明智保健センター１８日�３歳児健診

乳幼児

午前９時～１１時
５日� 　山岡保健センター
１３日�　串原振興事務所
１５日�　かみやはぎ総合保健福祉センター
１５日�　明智保健センター
２８日�　岩村保健センター

乳幼児なんでも相談

平成２１年９月生まれ
６カ月未満でまだ接種していない乳児

午後２時１５分～２時半
岩村保健センター（２階）２０日�ＢＣＧ予防接種

１期初回＝平成２１年２月～７月生まれ
１期追加＝平成２０年２月～７月生まれで１期
初回完了後、１２～１８カ月たっている子

午後１時半～２時
山岡保健センター１４日�

三種混合予防接種
午後１時半～２時
岩村保健センター（２階）２５日�

１歳６カ月・３歳児健診を受けられた幼児

午前９時～１１時
岩村保健センター（２階）１５日�

歯みがき教室
午前９時～１１時
山岡保健センター２６日�

　　岩村保健センター　�４３-００５１、山岡保健センター　�５６-２９６８、明智保健センター　�５４-３１４３、   
　　串原振興事務所住民課　�５２-２１１１、かみやはぎ総合保健福祉センター　�４８-３１８５

岩村町・山岡町・明智町・串原・上矢作町　にお住まいの方

問

問

15　2010.1.1

対　　　象受付時間と　き種　　別

午前９時、９時半、１０時、
１０時半毎週水曜日母子健康手帳の交付

平成２２年５・６月出産予定
午後１時

８日�たまご学級第３課

平成２２年３・４月出産予定２８日�たまご学級第４課

平成２１年９月生まれ午後０時４５分～１時５日�３カ月児健診

平成２１年５月生まれ午前９時～９時１５分２１日�７カ月児教室

平成２０年１２月生まれ午前９時～９時１５分１２日�１歳児教室

平成２０年６月生まれ午後０時４５分～１時１９日�１歳６カ月児健診

平成１９年１２月生まれ午前８時５０分～９時１０分１３日�２歳児教室

平成１８年１２月生まれ午後０時４５分～１時２６日�３歳児健診

乳幼児午前９時～１１時１９日�乳幼児なんでも相談

平成２１年９月生まれ
６カ月未満でまだ接種していない乳児午後２時１５分～２時半５日�ＢＣＧ予防接種

平成２０年２月～４月生まれ（追加）
午後１時半～２時半

６日�
三種混合予防接種

平成２１年５月～７月生まれ１５日�

１歳６カ月・３歳児健診を受けられた幼児午前９時～１１時
午後１時～３時

６日�、７日�、
８日�、１４日�

歯みがき教室

□実施場所・　　恵那市保健センター　�２６-２１１１（内線２２１・２２２・２２３）

大井町・長島町・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町　にお住まいの方

� � �

２８日�午前１０時半～午後４時　　　場所：バロー恵那店西口
３０日�午前１０時半～午後４時　　　場所：コープぎふ恵那店献血

問

１日＝飯地診療所（飯地町）�２２-３０２７　２日＝長谷川皮膚科（東野）�
２６-１８３１　３日＝蜂谷医院（大井町）�２６-２３４６　１０日＝十全堂医院（中
野方町）�２３-２２３０　１１日＝おがわ医院（長島町）�２６-５６６６　１７日＝加藤
クリニック（大井町）�２５-６４０３　２４日＝井口ハートクリニック（大井町）
�２５-０８１０　３１日＝大湫病院恵那診療所（大井町）�２６-３５３１
問　恵那消防署�２５-３７９９／聴覚障害者用のファクシミリ�２５-２０７７
※南部５地域の当番医については、恵那消防署へお問い合わせください。

１日＝阿部歯科医院（明智町）�
５４-３６７３　２日＝恵那歯科医院
（長島町）�２６-３３３６　３日＝保母
歯科医院（明智町）�５４-２０５０　
１０日＝つげ歯科（中野方町）�２３-
２１１２　１１日＝阿部歯科医院（明智
町）�５４-３６７３　

休日在宅歯科当番医休日在宅当番医



賞作品名ＮＯ
ハナノキ賞 千手観音⑧

 行ってきます！⑨
グランプリ おかげびと⑩

 八十日目（やっとかめ）⑪
ささゆり賞 五平餅を作る⑫

 まわれみぎ⑬

１月３日�１月２日�１月１日�１２月３１日�１２月３０日�１２月２９日�１２月２８日�
 市気象情報 恵那彩百景

 ≪１日深夜から≫６
 子ども番組
 ≪３１日深夜から≫

 市気象情報
６

 市気象情報 市気象情報
６

 市気象情報

 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送

 市気象情報
７

 恵那彩百景 市気象情報
７

 市気象情報 市気象情報
７

 市気象情報
 新春 ほっとinえな

 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送
 市気象情報

 恵那彩百景 恵那彩百景
８

�ENA みのじのみ
　のり祭

 恵那彩百景
８

 恵那彩百景 恵那彩百景
８

 恵那彩百景
 新春 ほっとinえな 新春 ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな
 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 子ども番組 子ども番組

９
 子ども番組 子ども番組

９
 子ども番組 子ども番組

９
 子ども番組

�爪切地蔵尊花火�ザ・縁日「花火」�爪切地蔵尊花火�ザ・縁日「花火」�爪切地蔵尊花火�ザ・縁日「花火」�爪切地蔵尊花火
�市防災訓練�市健康・福祉祭�市防災訓練�市健康・福祉祭�市防災訓練�市健康・福祉祭�市防災訓練
 げんきっこ① げんきっこ②

１０
 げんきっこ① げんきっこ②

１０
 げんきっこ① げんきっこ②

１０
 げんきっこ①

 健康体操 健康体操 健康体操 健康体操 健康体操 健康体操 健康体操

１１１１
 市気象情報

１１  農業情報番組 農業情報番組
 農業情報番組 農業情報番組 農業情報番組

 文字放送 文字放送 文字放送
 文字放送 文字放送 文字放送

 げんきっこ①② げんきっこ②①
昼

 げんきっこ①② げんきっこ②①
昼

 げんきっこ①② げんきっこ②①
昼

 げんきっこ①②
 新春 ほっとinえな 新春 ほっとinえな 新春 ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな
 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 恵那彩百景 恵那彩百景

１
 恵那彩百景 恵那彩百景

１
 恵那彩百景 恵那彩百景

１
 恵那彩百景

�ショートムービー
　（作品⑨～⑬）

�ショートムービー
　（作品⑤～⑧）

�ショートムービー
　（入賞作品）

�ショートムービー
　（作品①～④）

�ショートムービー
　（作品⑨～⑬）

�ショートムービー
　（作品⑤～⑧）

�ショートムービー
　（作品①～④）

�嚶鳴フォーラム
　市長サミット

�少年の主張大会
２

�わんぱく相撲
　恵那市大会
　大正村場所

�成人式：山岡町
２

�成人式：旧市地域�第２回岩村城歴
　史講座：前編２

�第１回岩村城歴
　史講座：前編

�成人式：串原�成人式：岩村町

３３３ �第３７回光秀祭り�成人式：上矢作町
�嚶鳴フォーラム
　記念イベント

�中学生、市長と
　語る会

�成人式：明智町�第２回岩村城歴
　史講座：後編

�第１回岩村城歴
　史講座：後編 �ENA みのじのみ

　のり祭

４４４ �ふれあい
　コンサート�ふれあい

　コンサート �市制５周年記念
　式典

�第５１回手をつな
　ぐ育成会総会�第５１回手をつな

　ぐ育成会総会

５５５ �第５回消防団市
　長査閲�こどもフェスタ

　２００９ 市気象情報
 市気象情報 市気象情報

 新春 ほっとinえな 新春 ほっとinえな
６

 新春 ほっとinえな 子ども番組
６

 子ども番組 子ども番組
６

 子ども番組
 げんきっこ② げんきっこ① げんきっこ② ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな
�第５回市消防操
　法大会

�第５回市消防操
　法大会

�恵那文化まつり
　その①

 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報

７
 ミュージック
　　　　パーティー７

 水の惑星紀行 ミュージック
　　　　パーティー７

 水の惑星紀行

 文字放送 文字放送

８
 げんきっこ①

８
 げんきっこ② げんきっこ①

８
 げんきっこ②

�いわむら城址薪
　能：前編

�いわむら城址薪
　能：前編

�恵那文化まつり
　その②�市伝統芸能大会

　その③
�市伝統芸能大会
　その③

�市伝統芸能大会
　その①

�市伝統芸能大会
　その①

９９９ �市伝統芸能大会
　その④

�市伝統芸能大会
　その④ �恵那文化まつり

　その③
�市伝統芸能大会
　その②

�市伝統芸能大会
　その② �いわむら城址薪

　能：後編
�いわむら城址薪
　能：後編

１０１０１０  恵那彩百景 恵那彩百景
 子ども番組
 ≪１日７時まで≫

 文字放送
 恵那彩百景
 ≪２日８時まで≫  恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景

１１１１
 市気象情報

１１  市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始のののののののののののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

※�印＝コミュニティ番組の再放送

◎新春ほっとinえな
　市長と市議会議長からのあいさつ
◎コミュニティ番組の再放送
　２００９年の制作番組を数多く放送
◎ショートムービーコンテスト作品
　応募作品のうち１３作品を放送

賞作品名ＮＯ
観客賞 おかげさんです①
準グランプリ 子どもたちの「中山太鼓」②

 Dreams Come True③
 NEW ENA CITY④
 おむすびころころ⑤
 デビュー曲⑥
 AMIGO⑦

年末年始の特別番組のポイント

「ショートムービーコン
テスト」は、「みのじ
のみのり祭」の中で
行われました。
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１２月２８日(月)から１月３日(日)までは、右のページの「年末年始の特別番組表」のように、
楽しい番組をそろえています。ぜひ年末年始は「えなっコ」チャンネルでお過ごしください。

日 曜 日土 曜 日金 曜 日木 曜 日水 曜 日火 曜 日月 曜 日
 恵那彩百景 恵那彩百景

８
 恵那彩百景 恵那彩百景

８
 恵那彩百景 恵那彩百景

８
 恵那彩百景

 ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな
 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 子ども番組 子ども番組

９
 子ども番組 子ども番組

９
 子ども番組 子ども番組

９
 子ども番組

 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送
 げんきっこ① げんきっこ②

１０
 げんきっこ① げんきっこ②

１０
 げんきっこ① げんきっこ②

１０
 げんきっこ①

 健康体操 農業番組 農業番組 健康体操 農業番組 健康体操 農業番組

 市気象情報 市気象情報
１１

 市気象情報 市気象情報
１１

 市気象情報 市気象情報
１１

 市気象情報

 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送

 げんきっこ①② げんきっこ②①
昼

 げんきっこ①② げんきっこ②①
昼

 げんきっこ①② げんきっこ②①
昼

 げんきっこ①②
 ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな
 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 恵那彩百景 恵那彩百景

１
 恵那彩百景 恵那彩百景

１
 恵那彩百景 恵那彩百景

１
 恵那彩百景

 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送
 農業番組 健康体操

２
 健康体操 コミュニティ番組

２
 健康体操 コミュニティ番組

２
 健康体操

 市気象情報 市気象情報
３

 市気象情報 市気象情報
３

 市気象情報 市気象情報
３

 市気象情報

 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送

 コミュニティ番組
　　　ライブラリー

 コミュニティ番組
４

 コミュニティ番組
　　　ライブラリー

 農業番組
４

 コミュニティ番組
　　　ライブラリー

 農業番組
４

 コミュニティ番組
　　　ライブラリー

 文字放送 文字放送
５

 文字放送 文字放送
５

 文字放送 文字放送
５

 文字放送

 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報

 子ども番組 子ども番組
６

 子ども番組 子ども番組
６

 子ども番組 子ども番組
６

 子ども番組
 ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな ほっとinえな
 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報 市気象情報
 ミュージック
　　　　パーティー

 ミュージック
　　　　パーティー７

 水の惑星紀行 ミュージック
　　　　パーティー７

 水の惑星紀行 ミュージック
　　　　パーティー７

 水の惑星紀行

 市気象情報 市気象情報 市気象情報

 げんきっこ② げんきっこ①
８

 げんきっこ② げんきっこ①
８

 げんきっこ② げんきっこ①
８

 げんきっこ②
 コミュニティ番組 コミュニティ番組

　　　ライブラリー
 コミュニティ番組 コミュニティ番組

　　　ライブラリー
 コミュニティ番組 コミュニティ番組

　　　ライブラリー
 コミュニティ番組

９９９  恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景
 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送 文字放送
 市気象情報
　　　 （毎時００分から）

 市気象情報
　　　 （毎時００分から）

１０ 市気象情報
　　　 （毎時００分から）

 市気象情報
　　　 （毎時００分から）

１０ 市気象情報
　　　 （毎時００分から）

 市気象情報
　　　 （毎時００分から）

１０ 市気象情報
　　　 （毎時００分から） ̃̃̃

翌朝翌朝翌朝  文字放送
　　　　（毎時３０分から）

 文字放送
　　　　（毎時３０分から）

 文字放送
　　　　（毎時３０分から）

 文字放送
　　　　（毎時３０分から）

 文字放送
　　　　（毎時３０分から）

 文字放送
　　　　（毎時３０分から）

 文字放送
　　　　（毎時３０分から） ７７７

　番組・内容は予告なく変更することがあります。最新の番組表は、㈱アミックスコムのウェブサイト（http://www.amixcom.jp/）また
は電子番組表（テレビの画面に表示する番組表で「えなっコ」チャンネルは１２チャンネル）をご覧ください。 　㈱アミックスコム�０１２０-
９２７-５２８（市外・携帯電話・ＰＨＳは�０５７３-２０-３２５２）営業時間外の故障窓口�０５７３-２６-２１８８（串原ＣＡＴＶは�０５７４-６１-０９２７）

１２月２１日�～２７日�　市制５周年記念式典
１月４日�～１０日�　くしはらふるさと祭
１月１１日�～１７日�　市文化祭　合唱フェスティバル
１月１８日�～２４日�　クリスタルパーク恵那スケート
場ウインターシーズン
１月２５日�～３１日�　第９回岐阜県獅子芝居公演

みんなえなのこげんきなこ

１月１日�～１月９日�
  ①東野幼稚園みどり組　②大井幼稚園らいおん組
１月１０日�～１月１９日�
  ①東野幼稚園みどり組　②大井幼稚園ぞう組
１月２０日�～１月３１日�
  ①ルンビニー保育園ぞう組　②大井幼稚園ぞう組

コミュニティ番組

問

１１月月のの番番組組表表１月の番組表１１月月のの番番組組表表
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※端数処理により、合計が合わないことがあります

　市債の状況を下の表にまとめま

した。１１月１日号で２０年度末の市

債の状況をお知らせしましたが、

本年度上半期では、およそ２２億

５,０００万円を返済し、９月３０日現在

の借入残高は、一般会計、特別会

計、企業会計まで合わせて５７４億

６,００２万円、市民一人当たりでは１０３

万１,９５０円となっています。

　一方、９月末で基金は、２７億８,０４９

万円の財政調整基金、１７億６,９６３万

円の地域振興基金など一般会計分

の積み立てる基金で７８億６,５６８万円

となりました。

　このほか運用する基金として、

公共事業用地の先行取得を行う土

地開発基金や奨学資金を貸し付け

る奨学資金貸与基金があり、土地

代金や貸付金を含め、運用基金総

額は１２億１,５５５万円となりました。

　特別会計、企業会計まで含めた

基金総額は、１０８億８,９３８万円で、市

民一人当たり１９万５,５６７円となりま

す。

□市の借金は約５７５億円、市の貯金は約１０９億円

市民一人当たり現在高区分

６４万２,１６６円３５７億５,６４５万円一般会計

３１万７,０６９円１７６億５,４７４万円特別会計

７万２,７１５円４０億４,８８４万円企業会計

１０３万１,９５０円５７４億６,００２万円市債総計

市民一人当たり現在高区分
１７万０,８６０円９５億１,３６４万円積み立てる基金
１４万１,２６３円７８億６,５６８万円  一般会計に属する基金
２万９,５９６円１６億４,７９６万円　特別会計に属する基金
２万１,８３１円１２億１,５５５万円運用する基金
２,８７７円１億６,０１９万円企業会計の基金

１９万５,５６７円１０８億８,９３８万円基金総計

市の借金（市債）の状況 市の貯金（基金）の状況

　市税収入は、予算額に対して５９.３

�が納入されています。

　自動車取得税交付金や株式譲渡

所得割交付金、国庫支出金、県支出

金、市債などは、年度末に納入され

るため、非常に低い収入率となっ

ています。

　歳出について、定期的に支出す

る人件費や借金の返済（公債費）は、

支出率も順調ですが、建設事業な

どを多く持っている衛生費、農林

水産業費、土木費は、事業完了後の

支出が多くなるため、支出率は低

くなっています。

　また民生費は国民健康保険や介

護保険事業などの繰出金が下半期

に支払われることから、支出率が

低くなっています。

　一般会計においても、市全体の歳

入・歳出の状況と同様、収入率・支出

率とも例年通りとなっています。

□市税収入率は５９.３％

収入率収入済額現計予算額科目

５９.３％４１億９,０４７７０億６,４６５市税

３１.１％１億２,３９５３億９,８００地方譲与税

２８.９％１,０６９３,７００利子割交付金

２１.２％４２５２,０００配当割交付金

０％０４００株式等譲渡所得割交付金

６５.６％３億１,７５９４億８,４００地方消費税交付金

４７.５％６,１２２１億２,９００ゴルフ場利用税交付金

１９.９％２,９２８１億４,７００自動車取得税交付金

１３１.３％９,７１３７,４００地方特例交付金

７３.９％６０億６,２４０８２億０,０００地方交付税

５５.２％３８７７００交通安全対策特別交付金

３４.０％１億０,８７０３億１,９５４分担金及び負担金

３９.０％１億８,０３１４億６,２１４使用料及び手数料

３５.９％１４億９,３６５４１億６,１１９国庫支出金

１０.９％２億４,４１１２２億４,６７７県支出金

３８.７％５,０４５１億３,０３８財産収入

４１６.７％８０１９寄附金

０.９％２００２億３,０４６繰入金

１００％１４億０,１８１１４億０,１８１繰越金

３５.６％２億６,２８４７億３,８１４諸収入

１.７％８,１１０４６億９,７００市債

４７.６％１４７億２,６６０３０９億５,２２６合計

一般会計収入の状況

支出率支出済額現計予算額科目

４８.４％９,９６１２億０,５７４議会費

４１.８％２１億６,５２２５１億７,９４４総務費

３３.５％１９億５,８４０５８億４,８９９民生費

２３.６％１０億３,５４２４３億８,４４６衛生費

９０.３％４,７２４５,２３０労働費

２３.３％３億３,０４７１４億１,６８１農林水産業費

３６.８％２億３,９３７６億５,１２５商工費

１８.２％７億３,０９１４０億０,８１４土木費

４３.１％３億８,５８１８億９,４８９消防費

３４.１％１３億７,６９１４０億３,８７０教育費

４９.５％２０億２,２４０４０億８,６６０公債費

０.０％０３,０００予備費

０.０％０１億５,４９４災害復旧費

３３.６％１０３億９,１７６３０９億５,２２６合計

一般会計支出の状況（万円） （万円）
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本年度上半期の財政状況を公表
 一般会計・特別会計で予算の３５.３％を支出済み

　市では、市民の皆さんにより一

層、市政に対する理解と関心を深

めていただくため、定期的に市の

財政状況を公表しています。

　今回は、平成２１年４月１日から

９月３０日までの半年間の予算執行

および基金、地方債の状況をお知

らせします。

　　財務課（内線３５２）

□約５２億７千万円の増額補正

合計補正額当初予算額内訳

３０９億５,２２６万円４８億９,２２６万円２６０億６,０００万円一般会計

１３８億５，７１２万円２億４,１２２万円１３６億１,５９０万円特別会計

７１億０,０８０万円１億４,４１０万円６９億５,６７０万円企業会計  

５１９億１,０１８万円５２億７,７５８万円４６６億３,２６０万円合計

　本年度上半期の予算の状況を下

の表にまとめました。上半期、一

般会計は４８億９,２２６万円の増額（繰

越明許費の２４億３,１２３含む）、特別会

計は２億４,１２２万円、企業会計は１

億４,４１０万円の増額補正を行いまし

た。総額では一般会計が３０９億

５,２２６万円、特別会計は合計で１３８億

５，７１２万円、企業会計は７１億８０万円

となりました。

　補正予算の主な内訳は、５月に

は人事院勧告による職員給与の減

額補正を５,０００万円。６月には緊急

雇用対策、まち並み整備事業など

で１億３,３００万円を増額補正しまし

た。７月には地域活性化対策とし

て小中学校の地デジ化や生活道路

の安全確保などに約１１億２,０００万

円、９月には明智保育園建設のた

めの用地費などに１億８,６９４万円の

増額補正を行いました。

　また特別会計では、介護保険特

別会計（事業勘定）で前年度介護給

付費負担金の精算で４,７７４万円の増

額、公共下水道事業特別会計で管

きょ布設工事費など４,２９５万円の増

額補正を行いました。

□一般会計４７.６％が収入済み

収入率４７.６％

収入率２９.３％

収入率３９.１％

支出率３３.６％

支出率３９.１％

支出率３６.７％

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む　※企業会計の予算額は歳出予算

補正予算の状況

一般会計

支出の状況

特別会計

企業会計

０ １００ ２００ ３００ （億円）

（万円）
予算額
支出済額

３０９億５,２２６

１０３億９,１７６

７１億０,０８０

２６億０,８０１

１３８億５,７１２

５４億１,６５９

一般会計

収入の状況

特別会計

企業会計

０ １００ ２００ ３００ （億円）

（万円）
予算額
収入済額

３０９億５,２２６

１４７億２,６６０

６５億５,５０３

２５億６,３７５

１３８億５,７１２

４０億６,１６８

　一般会計では、収入率４７.６�、支

出率３３.６�で、 特別会計合計は、収

入率２９.３�、支出率３９.１㌫。企業会

計は、収入率３９.１�、支出率３６.７㌫

となっています。

　一般会計の支出は、建設事業の

工事費や委託料が、事業完了して

からの支出となりますので、支出

率は低くなっています。

　また特別会計は、国民健康保険

事業や介護保険事業、公共下水道

事業、簡易水道事業など、特定の事

業を行うため設置している会計で、

収入では、国や県からの補助金、市

債が事業完了後に収入となること

や、一般会計からの繰入金が年度

末となることから、収入率は低く

なっています。支出は、建設事業

費などがあり、事業完了後の支出

となるため、上半期の支出率は低

くなっています。

　企業会計には、水道事業、病院事

業、介護老人保健施設事業、診療所

を運営する国民健康保険診療所事

業の４つがあります。水道施設の

建設事業費や、病院の施設改修事

業費、医療機器などの建設事業費

などがあり、一般会計や特別会計

と同じように支出率は低くなって

います。

問
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　：問い合わせ　　：申し込み問 申　：問い合わせ　　：申し込み問 申

●人権相談
１３日�午後１時～３時
中公民館相談室
総務課�２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
□問 

２６日�午後１時～３時
岩村公民館第一研修室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□問 

２２日�午後１時～３時
山岡公民館会議室
山岡振興事務所振興課�５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
□問 

１３日�午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□問 

１４日�午後１時～３時
 寿  限  無 の里
じゅ げ む

上矢作振興事務所振興課�４７-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
□問 

●法律相談（要予約）
８日�・２２日�午後１時～４時
中公民館相談室
総務課�２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
□申 ・□問 

８日�午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□申 ・□問 

１６日�午後１時～４時
明智振興事務所相談室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□申 ・□問 
●消費生活相談

毎週����午前９時～午後４時
東濃振興局恵那事務所振興課
�２６-１１１１（内線２１１）

と　き
ところ
□問 

●行政相談
２０日�午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□問 

１３日�午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□問 

６日�午前１０～正午
串原コミュニティセンター
串原振興事務所振興課�５２-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
□問 

●家庭・地域・職場なんでも相談
１０日�午後２時～５時、２７日�午後６時～９時
中公民館１階第５会議室
まちづくり推進課�２６-２１１１（内線６２９）

と　き
ところ
□問 

●結婚相談
１６日�午後２時～４時
岩村公民館２階第二研修室
少子化対策推進室�２５-１１５５

と　き
ところ
□問 

●福祉総合相談
毎週月～金曜日午前９時～午後４時
市役所１階福祉安心サポートセンター
相談用直通�２６-２２１２

と　き
ところ
□問 

●ねんきん特別便相談
毎週木曜日午前９時～午後４時
市役所１階市民課
市民課年金係�２６-２１１１（内線１４４・１４５）

と　き
ところ
□問 

●こころの健康相談（要予約）
７日�・２２日�午後２時～４時
恵那保健所１階一般診察室
恵那保健所�２６-１１１１（内線２６２）

と　き
ところ
□問 

１月の相談

り
ま
す
。

□
大
学
説
明
会　

▽
多
治
見
分
室

（
ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み
）＝
１
月

　

日�
午
後
１
時
半

１７□
出
願
期
限　

１
月　

日�
２９

※
集
団
入
学
を
希
望
す
る
方
は
、

必
ず
多
治
見
分
室
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
各
自
で
申
し
込
み
を
し

た
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す

　
　

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン

タ
ー
多
治
見
分
室�
�
０
５
７
２

―
２
４
―
６
３
０
９
（
櫻
井
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
で
授
業
を
行
う
大
学
で
す
。

現
在
、
多
治
見
分
室
で
は
集
団
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
集
団

入
学
生
は
、
入
学
料
が
半
額
に
な

放
送
大
学
４
月
の
集
団
入
学

生
は
入
学
料
が
半
額

募
集

家賃
（所得による）所在地戸数間取り構造住宅名種

類
￥１７,６００～
３４,６００

明智町

３２ＤＫ鉄筋コンクリー
ト３階建て
オール電化（調理
器未設置）、エレ
ベーター有り

滝坂ハイツ
２１

市
営 ￥２３,１００～

４５,５００

９３ＤＫ

１２ＬＤＫ
（車椅子用）

※入居可能日から３カ月以内に結婚し同居する方は、同居親族の資格があり
ます。昭和３１年４月１日以前に生まれた方・障がい者の方など、公営住宅法に
定める単身での申込資格を満たしている方のみ、単身で申し込みができます。
（単身者は、３ＤＫには申し込みできません）家賃以外に共益費・駐車場使用料
が必要となります。申込者数が募集戸数を上回った場合、公開抽選会で入居者
を決定します。この募集で申し込みがなかった場合、申込期間を延長し、先着
順とします。その際の、申込受付は市役所建築住宅課のみとします

　明智町滝坂地内に建設中の市営
住宅「滝坂ハイツ２１」（３月中旬完
成予定）の入居者を募集します。
□申込資格　住宅に困っている方、
市税を滞納していない方　市内在
住か在勤、同居親族と入居できる
方。車椅子用は、申込者か入居す
る家族に車椅子を常用する方が居

ること、所得制限有り。
□申込期間　１月１８日�～２月５
日�
□入居可能日　４月１日�（予定）
□申込方法　建築住宅課か南部５
振興事務所にある申込書に、必要
書類を添えて申し込む。
　　建築住宅課（内線２３８）

市営住宅「滝坂ハイツ２１」の入居者を募集

問

問
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国
有
林
が
果
た
し
て
い
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
役
割
や
、森
林
の
整
備
、

木
材
の
供
給
な
ど
の
状
況
を
理
解

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
会

議
へ
の
出
席
な
ど
を
依
頼
す
る
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　
　

人
３０

□
モ
ニ
タ
ー
の
期
間　

平
成　

年
２２

４
月
１
日
―
平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

□
応
募
資
格　

国
有
林
に
関
心
を

持
つ
成
人
の
方
（
議
員
、
公
務
員
、

過
去
に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
さ
れ

た
方
な
ど
は
除
く
）。

□
応
募
方
法　

郵
便
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
①
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別
③
生
年

月
日
④
年
齢
⑤
郵
便
番
号
⑥
住
所

⑦
職
業
⑧
電
話
番
号
⑨
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
⑩
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
理
由

（
具
体
的
に
）
―
を
明
記
の
上
、
申

し
込
む
。

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
（
結

２９

果
は
３
月
中
旬
ま
で
に
、
依
頼
状

の
発
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　
　
　
　

〒
３
８
０
―
８
５
７
５

【
フ
ォ
ル
ダ
＆
フ
ァ
イ
ル
管
理
講

座
】

□
と
き　

２
月
４
日
、　

日
、　

１８

２５

日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―
３
時

□
内
容　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
デ
ー

タ
の
保
存
や
、
大
切
な
フ
ァ
イ
ル

を
フ
ォ
ル
ダ
に
整
理
す
る
方
法
を

学
び
ま
す
。

□
講
座
経
費　

５
５
０
円
（
別
途

資
料
代
４
５
０
円
）

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

２
月
２
日
、
９
日
、　
１６

長
野
県
長
野
市
大
字
栗
田
７
１
５

―
５
中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整

室
情
報
管
理
係�
０
５
０
―
３
１

６
０
―
６
５
６
２
、�
０
２
６
―

２
３
６
―
２
６
５
７
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.rinya.m

aff.g
o.jp/chubu/index.htm

l

　

平
成　

年
度
・　

年
度
に
、
市

２２

２３

が
発
注
す
る
物
品
購
入
、
役
務
の

提
供
な
ど
、
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
事
業
所
な
ど
は
、
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
者
な
ど
の
申
請

は
、
県
下
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
共
同
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

□
受
付
期
間　

１
月　

日�
―　

１２

２９

日�
（
当
日
消
印
有
効
）

□
提
出
方
法　

提
出
は
郵
送
に
限

り
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
は
、
財

務
課
に
備
え
付
け
の
提
出
書
類
一

覧
表
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
入
札
・
契
約
（
サ
イ
ト
リ
ン
ク
）

で
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

財
務
課
管
財
係
（
内
線

３
５
６
）
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

恵
那
市
長
島
町
正
家
一
丁
目
１
番

地
1 物

品
な
ど
の
競
争
入
札
の
参

加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

募
集

国
有
林
に
つ
い
て
、
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

日
、　

日
（
火
曜
日
）、
午
前
９

２３

時
半
―　

時
半　
　

１１

□
内
容　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の

使
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
講
座
経
費　

５
５
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室 

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１８

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
午
前

１０

　

時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で
。
初

１０め
て
受
講
す
る
方
は
、
１
月　

日
２５

�
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先
さ
れ

ま
す
。
再
受
講
者
の
受
講
の
可
否

は
、
１
月　

日�
以
降
に
連
絡
し

２６

ま
す
。

　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

�
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９
７
２

７□
と
き　

１
月　

日�
午
前　

時

１２

１０

―
正
午

□
と
こ
ろ　

共
同
福
祉
会
館

　
　

露
木
淳
子�
２
６
―
２
６
６

０

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

２
月
期
講
座
の
ご
案
内

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

　中山道を旅した女性、皇女和宮が訪れた宿場風景を歌

川広重の≪木曽海道六拾九次之内≫よりご覧いただきま

す。また広重が描いた街道絵や、名所絵などに登場した

女性の行楽や旅模様、宿場で働く女性、街道で出会う女

性たちなども紹介します。

「女と旅と広重」
「郷土の画家　伊藤敏博」
１/２０�～２/２８�

企画展

歌川広重≪伊勢名所
二見か浦の図≫

田中コレクション

※年末年始の休館情報は、本紙１２月１日号９�をご覧く
ださい

　　中山道広重美術館�２０-０５２２問

「女と旅と広重」

　この展覧会では画家としての伊藤 敏  博 氏、当地の素封
とし ひろ

家としての伊藤敏博氏、二つの切り口から、画業をたど

ります。

伊藤敏博「田の原高原
の御嶽山」

個人蔵

「郷土の画家
　　伊藤敏博」

み
ん
な
の
掲
示
板

問問

申
・
問

申
・
問
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市
で
は
道
路
の
凍
結
・
積
雪
対

策
と
し
て
幹
線
道
路
を
中
心
に
、

市
内
建
設
会
社
に
除
排
雪
業
務
を

委
託
し
て
い
ま
す
が
、
市
道
全
線

の
委
託
は
難
し
く
、
生
活
道
路
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
手
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
市
道
散
布
用
の
凍
結
防
止
剤

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要

な
方
は
、
建
設
課
ま
た
は
各
地
域

振
興
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

建
設
課
（
内
線
２
０
４
）、
南

整
備
事
務
所
建
設
整
備
課�
５
４

―
２
１
１
１
（
内
線
２
３
０
）

　

恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
や
分
列

行
進
、
一
斉
放
水
な
ど
、
新
春
恒

例
の
市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
式
典
（
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
）
＝
午
前
８
時

▽
分
列
行
進
（
駅
前
中
央
通
り
）

＝
午
前　

時
半　

▽
恵
那
ト
ビ
は

１０

め
の
確
定
申
告
書
の
作
成
指
導
と

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

２
月
３
日�
　

▽
午
前

の
部
＝
午
前
９
時
半
―　

時
半　

１１

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
―
３

時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

□
対
象　

平
成　

年
中
に
、
住
宅

２１

ロ
ー
ン
な
ど
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
・
購
入
、
増
改
築
な
ど
を
行
い

居
住
し
た
方

□
内
容　

来
場
の
順
に
確
定
申
告

書
の
作
成
指
導
を
行
い
ま
す
。

□
必
要
な
書
類　

新
築
・
購
入
、

増
改
築
な
ど
に
よ
り
、
取
得
し
た

マ
イ
ホ
ー
ム
の
登
記
事
項
証
明

書
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、

印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

預
貯
金
の
口
座
（
記
号
）
番
号
の

分
か
る
も
の
な
ど
。

※
控
除
の
た
め
の
要
件
や
添
付
書

類
は
、
事
前
に
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

か
税
務
署
で
確
認
く
だ
さ
い

【
公
的
年
金
受
給
者
の
方
へ
】

　

公
的
年
金
受
給
者
を
対
象
と
し

た
所
得
税
の
確
定
申
告
を
受
け
付

け
ま
す
。
青
色
申
告
決
算
書
や
収

支
内
訳
書
、
譲
渡
所
得
の
内
訳
書

な
ど
の
作
成
が
必
要
な
方
は
、
申

告
期
間
に
税
務
署
な
ど
の
会
場

で
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ご
登
り
（
駅
前
中
央
通
り
）
＝

午
前　

時　

分　

▽
一
斉
放
水

１０

４５

（
大
井
橋
・
佐
渡
橋
間
）
＝
午
前

　

時　

分

１１

１５

□
交
通
規
制　

午
前　

時
―　

時

１０

１１

　

分
ま
で
中
央
通
り
を
中
心
に
交

４５通
規
制
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
間

帯
の
東
濃
鉄
道
の
バ
ス
は
、
石
橋

線
経
由
で
運
行
し
ま
す
。
岐
阜
銀

行
前
の
公
布
町
バ
ス
停
は
小
栗
屋

付
近
に
仮
設
バ
ス
停
を
設
置
し
ま

す
。

□
そ
の
他　

天
候
不
良
の
場
合
は
、

午
前　

時
半
か
ら
、
恵
那
文
化
セ

１０

ン
タ
ー
で
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り

を
行
い
ま
す
。
分
列
行
進
・
一
斉

放
水
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
　

消
防
本
部
消
防
課
消
防
団
係

�
２
６
―
０
１
１
９

【
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
な

ど
の
特
別
控
除
】

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
た

案
内

凍
結
防
止
剤
を
配
布

確
定
申
告
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

問

□
と
き　

２
月
９
日�
、　

日�
１０

午
前
９
時
半
―
午
後
４
時
半
（
正

午
―
午
後
１
時
を
除
く
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

【
共
通
】

　
　

中
津
川
税
務
署
個
人
課
税
部

門�
０
５
７
３
―
６
６
―
１
２
０

２
（
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て

い
ま
す
。
説
明
会
に
関
す
る
質
問

は
「
２
」、
控
除
の
要
件
・
添
付

書
類
な
ど
の
質
問
は
「
１
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）

１
月
９
日�
消
防
出
初
式
を

行
い
ま
す

▲恵那トビはしご登り

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙　

月
１
日
号　
�
の
踏

１２

１２

切
拡
幅
工
事
の
記
事
で
、
工
事
が

「
完
成
し
ま
し
た
」
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
正
く
は
、　

月　

日�

１２

２５

に
完
成
し
ま
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　

な
お
車
両
は
、
記
事
の
通
り　
１２

月　

日�
午
前
５
時
か
ら
通
行

２５
で
き
ま
す
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
（
内
線

２
１
６
）

「改正」農地法が施行
最低経営面積は３０アール

　新しい農地法が、１２月８日の閣議決定により１５日から施行されま

した。これは、農地を貸しやすく借りやすくし、農地として最大限

利用できるよう改正されたものです。

　改正に伴い、市農業委員会では、農地を取得するための最低経営

面積（下限面積）を３０アールとしました。今までは旧市町村別に３０

アールから５０アールまで差があ

りましたが、市内全域で３０アー

ルに統一されました。

　改正農地法による申請は、１

月の申請分（１月８日�締め切

り）から適用します。また申請書

の様式や添付書類が一部変更に

なっていますので、新様式での

申請をお願いします。

　　農業委員会事務局（内線５７４）問

問

問

問

23　2010.1.1

市の人口（１２月１日現在）
総数　５５,６１５人（－４２）
 男 　２６,８９６人（－１９）
 女 　２８,７１９人（－２３）
世 帯 　１９,１６６世帯（－１１）
（　）内は前月との比較
市内の火災（１１月）
建物 ０件（１０件）
その他 ２件（２４件）
（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１１月）
人身事故 １２件（１７１件）
物損事故 １３５件（１,４７８件）
負傷者 １４人（２２６人）
死者 ０人（１人）
（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（１１月）
１７４回（１,８４７回）
（　）内は１月からの累計

シアター恵那１月の開催情報

□年末・年始特別シリーズ　１日�
□新春特別シリーズ　６日�～８日�・１０日�
□睦月シリーズ　１７日�～２２日�
□問い合わせ　シアター恵那�２５-７７６７（開門午前１０時）

http://www.kasamatsu-keiba.com/

※笠松競馬以外の地方競馬開催日も営業しています。
１２月２９日�～１月４日�まで、特別観覧席を開場します。
（有料）

　
　

月　

日
、
ビ
バ　

地
場
フ
ェ

１１

１５

!!

ス
タ　

Ｅ
Ｎ
Ａ
２
０
０
９
発
明
王

ｉｎ

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
、
同

フ
ェ
ス
タ
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
市
内
小

中
学
校
の
生
徒
や
一
般
の
方
か

ら
、　

の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ

９６

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、　

人
が

２７

入
選
し
、
特
別
賞
に
は
、
９
人
の

ア
イ
デ
ア
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

発
明
王
に
輝
い
た
の
は
武
並
小

学
校
６
年
の
曽
我 
朱  
莉 
さ
ん
。
作

あ
か 
り

品
の
テ
ー
マ
は
「
ど
こ
で
も
ス
ク

リ
ー
ン
」。「
入
院
中
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
、
楽
な
姿
勢
で
テ
レ
ビ

を
見
て
ほ
し
い
」
と
考
え
、
ど
ん

な
場
所
で
も
、
そ
の
人
に
合
わ

せ
、
画
面
を
映
し
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
。
そ

の
ほ
か
の
特
別
賞
を
受
賞
し
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
準
発
明
王
＝
森 
美  
代 
さ
ん
（
恵

み 

よ

那
東
中
３
年
）
各
務 
萌 
さ
ん
（
恵

め
ぶ
き

那
西
中
３
年
）　

▽
市
長
賞
＝
高

橋
愛
子
さ
ん（
長
島
小
５
年
）　

▽

恵
那
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝
原
田

ま
ど
か
さ
ん（
明
智
中
３
年
）　

▽

恵
南
商
工
会
長
賞
＝
石
田 
望  
友 
さ

み 

ゆ

ん（
大
井
第
二
小
６
年
）　

▽�
発

明
協
会
岐
阜
支
部
恵
那
支
会
長
賞

＝
大
石 
晃  
穂 
さ
ん
（
上
矢
作
中
１

か 

ほ

年
）、
勝
田 
生  
成 
さ
ん
（
恵
那
北
小

き 
な
り

１
年
）　

▽
特
別
賞
＝
石
田 
麻  
友 

ま 

ゆ

さ
ん
（
恵

那
東
中
３

年
）

　
　

恵
那

商
工
会
議

所�
２
６

―
１
２
１

１

発
明
王
に
武
並
小
６
年
の
曽

我
朱
莉
さ
ん

紹
介

▲受賞者の皆さん

問
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こ
と
し
1
年
間
、
市
内
の
各
家
庭
を
回
り
、
和
太
鼓
ラ

イ
ブ
１
０
０
０
回
を
目
標
に
演
奏
を
続
け
て
い
た
和
太
鼓

奏
者
の
加
藤
拓
三
さ
ん
（
大
井
町
・　

歳
）。「
人
と
人
と

２８

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
元
旦
か
ら
始
め

た
演
奏
が
、　

月　

日
に
目
標
達
成
し
ま
し
た
。

１１

２６

　

記
念
の
演
奏
は
、「
一
番
お
世
話
に
な
っ
た
祖
母
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
」
と
、
祖
父
母
宅
の
近
く
に
建
設

中
の
「
ぬ
く
も
り
の
森
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
和
太
鼓
が
、
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

千
回
の
和
太
鼓
ラ
イ
ブ　

目
標
達
成

池戸  響 くん
ひびき

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

ね
。

靖
行
さ
ん
・
千
郁
さ
ん

中野方町

丸山  愛  史 くん
あい し

い
つ
も
笑
顔
の
愛
ち
ゃ
ん

が
、
か
わ
い
く
て
た
ま
ら

な
ぁ
〜
い�耕

司
さ
ん
・
優
子
さ
ん

宮地  柚  来 くん
ゆず き

兄
弟
仲
良
く
元
気
に
伸
び

伸
び
大
き
く
な
あ
れ
！

祐
司
さ
ん
・
早
苗
さ
ん

岩村町

川上  真  緒 ちゃん
ま お

元
気
い
っ
ぱ
い
で
笑
顔
の

す
て
き
な
真
緒�
楽
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
ね
。

隆
久
さ
ん
・
雪
美
さ
ん

加藤  瑞  希 ちゃん
みず き

１
歳
お
め
で
と
う
！
い
つ

も
元
気
な
瑞
希
こ
れ
か
ら

も
家
族
仲
良
く
い
よ
う
ね

直
樹
さ
ん
・
蘭
さ
ん

長島町

洞田  愛  空 ちゃん
ら ら

１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

ら
ら
で
ー
す
！

よ
ろ
し
く
ね�
�
�

英
治
さ
ん
・
聡
美
さ
ん

大井町 １月生まれのお誕生日大井町長島町

25　2010.1.1

　１１月２８日、市民会館周辺で、えな環境フェア２００９が開

催され、多くの来場者でにぎわいました。ことしは特

に、食料の輸送距離と、運搬で排出する二酸化炭素を考

え、地産地消が環境に良いことを訴え掛けました。

　クリスタルパーク恵那スケート場が、１１月２２日に冬季

営業を始め、約１９００人が初滑りを楽しみました。この日

は、無料スケート教室も開催され、真新しい氷のリンク

は、スケートを楽しむ人の声が響き渡っていました。

　第７回下田歌子賞表彰式が、１１月２８日に岩村公民館で

開催され、全国から「ふるさとの先人」をテーマに３５５

点のエッセーの応募がありました。ことしは、小中高生

の優秀作品の中から、大賞と特別賞を決定しました。

　奥矢作森林フェスティバルが、奥矢作レクリエーショ

ンセンターで１１月２８日に行われました。この日は、流域

全体で環境、森林保全を考えようと、約２５０人が炭や間

伐材を利用した体験コーナーなどを楽しみました。

　２月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、１月１５日�までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ掲載の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
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地産地消がエコにつながる 恵那スケート場が冬季営業を始める

３５５点の応募があった下田歌子賞表彰式 奥矢作森林フェスティバルで環境を学ぶ
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　上矢作町まちづくり委員会は、１１月２９日に上矢作公民

館でスポーツ講演会を開催。講師はパーソナルトレー

ナーの奥村幸治氏（宝塚市・３７歳）で、イチロー選手の

実話を交えながら、スポーツの奥深さを講演しました。

　ＮＰＯ法人恵那市坂折棚田保存会は、学び・働き・楽

しみながら棚田景観を保全しようと第４回坂折棚田石

積み塾を１１月２８日、２９日に開催しました。参加者は、保

存会員と共に石積み作業に汗を流しました。

　第７回恵那の味・伝承講座が、１２月３日にアグリパー

ク恵那で開催されました。今回は、お正月に飾る花もち

作りに挑戦。赤色と白色のもちをカツオギの枝に交互

に付けて作った花もちは、ひな祭りまで飾られます。

　１２月１日、女優の岡田奈々さんが一日警察署長を務

め、恵那駅前などで、市民に交通安全や防犯などを呼び

掛けました。この日は、年末年始特別警戒の出発式もあ

り、交通安全協会員など約１００人が出席しました。

　市中央図書館で、１２月５日、「図書館でクリスマス」

が開催されました。図書館サポーターと同図書館との

共同企画で、クリスマスカード作りや本の読み聞かせな

ど、さまざまなイベントが行われました。

　冬季限定で特産の 自  然  薯 などを楽しむ、明知鉄道のグ
じ ねん じょ

ルメ列車が、１２月４日から始まりました。この「じねん

じょ列車」は、来年の３月まで運行。明知鉄道への予約

は必要ですが、７人以上そろえば運行されます。

一流選手が活躍するための心技体とは 坂折棚田保存のため石積み技法を伝承

恵那の味・伝承講座で花もち作り 女優の岡田奈々さん一日警察署長に

図書館で楽しむクリスマス 車窓を楽しみながらのグルメ列車
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この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

　雄大な中央アルプスの山々が展望できる三郷町内で、
国道４１８号と主要地方道多治見恵那線の交差点にある道
の駅「そばの 郷 らっせぃみさと」。中心施設は、地元産の

さと

そば粉を使って、本格的なそば打ちに挑戦できる「そば
打ち体験道場」。地元の女性グループ「みさとこまち」が、
丁寧に指導する正統派の二・八そばは、初めての人でも
安心して体験できると好評。地元三郷地区の昔言葉とし
てある「らっせぃ」の語尾を使い、もてなしの温かい言
葉「寄らっせぃ、見らっせぃ、
食べらっせぃ、ゆっくり
せらっせぃ」により、
素朴にもてなしので
きる場所として
２００１（平成１３）
年に営業を開始
した。

『広報えな』１月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１４.８円（税込み）です。

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

　スケートは、岩村高等学校（現恵那南高等

学校）を中心として恵那の伝統的スポーツ。

しかし、地元の民間リンクが廃止されてか

らは、長野県岡谷市のスケート場へ中央自

動車道を片道２時間ほどかけて練習に行っ

ていた。

　駅名のそばの郷とは、農業振興基本計画

で「そばによる地域振興計画」を打ち立て、

「そばの郷づくり」を目指したことから命名。

　大晦日には、毎年、午後１１時～午前２時

まで、臨時営業し、年越しそばを１杯１００円

で提供している。�２８-３３１０

　日本最西最南端の屋外４００�スピードスケートリンク
のあるスケート場。ＪＲ武並駅から８００�と交通アクセ
スがよく、地形的にも、風の影響が少ないのが特徴。
　スケートが盛んであった土地柄から、関係者の熱心な
努力により、２００５（平成１７）年１２月にオープン。県の
施設で、市が指定管理者として管理運営している。冬季
はスケート場として各種大会や一般滑走に、冬季以外は
インラインスケートやフットサルなどの軽スポーツ、各
種イベントに利用できる多目的施設。４００�リンクのほ
か、カーリングなどができる３０�×６０�のサブリンク、
ストリートバスケットや壁打ちテニスなどができる多目
的広場を備えている。
　２０１２（平成２４）年１月には、
ぎふ清流国体のスピードス
ケート競技が、ここで開催
される。

▲そばの郷らっせぃみさと

クリスタルパーク恵那スケート場１５

そばの郷らっせぃみさと

日本最西最南の４００ｍリンク
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次号は１月１５日号
発行日は１月１５日�です

そば打ち体験のできる道の駅

▲クリスタルパーク恵那スケート場

▲「そばの郷らっせいみさと」の手打ちそば


